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S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e
特  集

平
成
27
年
秋
、織
田
文
化
歴
史
館
に
国
宝
が
や
っ
て
来
ま
す
！

　

国
宝
梵ぼ

ん

鐘し
ょ
う

を
は
じ
め
、
福
井
県
指
定
文
化
財
不ふ

動ど
う

明み
ょ
う

王お
う

三さ
ん

尊ぞ
ん

像ぞ
う

、
劔
神
社
文
書
な
ど
劔
神
社
所
蔵
の
貴

重
な
文
化
財
が
、
越
前
町
へ
寄
託
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
織
田
文
化
歴
史
館

で
は
「
神
仏
習
合
」
を
テ
ー
マ
に
企
画
展
覧
会
を
開

催
し
ま
す
！

　

越
前
町
で
は
合
併
以
来
、「
神
仏
習
合
」
を
テ
ー
マ
に
調
査
研

究
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
展
示
で
は
地
元
、
越
前
町

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
に
目
を
向
け
、
各
地
に
残
る
神
仏

習
合
の
痕
跡
を
拾
い
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

展
示
で
は
県
内
各
地
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
考
古
資
料
を
も

と
に
し
て
、
古
代
に
お
い
て
仏
教
や
道
教
な
ど
の
外
来
宗
教
が

定
着
し
、
地
元
の
信
仰
と
融
合
し
て
い
っ
た
経
緯
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

展
覧
会
図
録
で
は
、
展
示
に
収
ま
り
き
ら
な
か
っ
た
調
査
研

究
の
成
果
を
掲
載
し
ま
し
た
。会
場
で
販
売
い
た
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
手
に
お
と
り
く
だ
さ
い
！

　

記
念
館
で
開
催
中
の
秋
の
展
示
で
は
、
国
幣
小
社
時
代
に
発

行
さ
れ
た
劔
神
社
の
絵
葉
書
の
他
、
本
県
ゆ
か
り
の
文
学
者
達

が
雨
田
に
あ
て
た
書
簡
な
ど
を
展
示
し
て
、
意
外
な
交
友
関
係

を
紹
介
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

雨
田
光
平
記
念
館　

☎
３
６‒

２
６
６
６

「
日
本
古
代
梵
鐘
の
な
か
の
劔
御
子
寺
鐘
」

　

10
月
17
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
よ
り

　

京
都
橘
大
学　

五い

十そ

川が
わ 

伸
矢　

教
授

　「
祈
り
・
祟
り
・
祀
り
の
古
代
学
」

　

11
月
14
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
よ
り

　

織
田
文
化
歴
史
館　

堀 

大
介　

学
芸
員

※
い
ず
れ
の
講
演
会
も
会
場
は
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
参
加
無
料
・
申
し
込
み
不
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

※
福
井
ラ
イ
フ
ア
カ
デ
ミ
ー
本
部
共
催
事
業

問
合
せ
先　

織
田
文
化
歴
史
館　

☎
３
６‒

２
２
８
８

・
高
柳
遺
跡　

土
偶
・
人ひ

と

形が
た

・
墨
書
土
器

　

福
井
市
教
育
委
員
会
所
蔵

・
三
谷
遺
跡　

銅
鐸
形
土
製
品
・
岩
板
・
土
偶

　

勝
山
市
教
育
委
員
会
所
蔵

・
今
市
岩
畑
遺
跡　

墨
書
土
器

・
中な

か

角つ
の

遺
跡　

土ど

馬ば

　

福
井
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
所
蔵

・
十
王
堂
諸
仏
群

　

越
知
山
大
谷
寺
所
蔵

・
甑こ

し
き

谷だ
に

在あ
い

田だ

遺
跡　

斎い

串ぐ
し

・
馬
形
木
製
品
・
舟
形
木
製
品

　

福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
所
蔵

越
前
出
土
の
考
古
資
料
を
中
心

に
、古
代
越
前
に
お
け
る
信
仰

史
に
つ
い
て
探
る
！

雨
田
光
平
記
念
館
で
も
館
蔵
品

展
を
開
催
中
！

【
記
念
講
演
会
】

【
お
も
な
展
示
品
】

◀木造閻魔大王坐象
　（越知山大谷寺所蔵）

▲土偶（福井市教育委員会所蔵）

文
化
の
秋
、展
覧
会
へ
よ
う
こ
そ
！

国宝梵鐘展示記念企画展覧会

「神と仏　祈り・祟り・祀りの精神史」

会　期　10月3日㈯～ 12月6日㈰
　　　　午前10時～午後6時（入館は午後5時30分まで）

観覧料　一　般 …………………  300円
　　　　団　体（20人以上）…  240円
　　　　※中学生以下、70歳以上の人は無料です

会期中の休館日　毎週月曜日
　　　　　　　　10月13日、11月4日、24日
　　　　　　　　（ただし10月12日、11月23日は開館）

秋の展示「なつかしい風景と人々」

会　期　9月19日㈯～ 11月8日㈰
　　　　午前10時～午後5時（入館は午後4時30分まで）

観覧料　一　般 …………………  100円
　　　　団　体（20人以上）…… 80円
　　　　※中学生以下、70歳以上の人は無料です

会期中の休館日　毎週月曜日
　　　　　　　　9月24日、10月13日、11月4日
　　　　　　　　（ただし9月21日、10月12日は開館）

■ 

企
画
展
覧
会

■ 

展　

示

▲国宝梵鐘（劔神社所蔵）
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企画財政課からの
お知らせ
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決算報告わたしたちのまちの
平成２6年度

　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
歳
入
総

額
は
２
２
０
億
７
，６
０
９
万
8
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
8
億
１
，９
８
５
万

4
千
円
の
増
加
、
歳
出
総
額
は
２
１
１
億
７
，７
７
８
万
7
千
円
で
、
前
年
度

よ
り
7
億
３
，６
５
２
万
5
千
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
歳
入
総
額

か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
い
た
収
支
は
、
8
億
９
，８
３
１
万
1
千
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
一
般
会
計
で
は
、
歳
入
が
１
４
３
億
８
，６
９
２
万
5
千
円
で
、

前
年
度
よ
り
7
億
３
，５
６
５
万
4
千
円
の
増
加（
５
．４
％
増
）、
歳
出
が

１
３
５
億
１
，８
８
７
万
1
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
7
億
４
，
８
６
１
万
2
千

円
の
増
加（
５
．９
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
入
】

　

県
支
出
金
が
高
速
増
殖
炉

サ
イ
ク
ル
技
術
研
究
開
発
推

進
補
助
金
や
水
田
営
農
条
件

整
備
事
業
補
助
金
な
ど
を
活

用
し
た
事
業
の
実
施
に
よ
り

3
億
６
１
０
万
3
千
円
の
増
加

（
30
．０
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。

　

町
債
が
道
の
駅
「
越
前
」
整

備
事
業
の
実
施
や
臨
時
財
政

対
策
債
の
発
行
な
ど
に
よ
り

6
億
５
，９
０
０
万
円
の
増
加

（
１
２
４
．７
％
増
）
と
な
り
ま

し
た
。

【
歳
出
】

　

普
通
建
設
事
業
費
が
道

の
駅
「
越
前
」
整
備
事
業
を

実
施
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

2
億
１
０
８
万
9
千
円
の
増
加

（
11
．９
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
積
立
金
が
平
成
27
年

度
か
ら
実
施
す
る
越
前
が
に

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
再
整
備
事
業
の

た
め
の
基
金
や
、
地
方
財
政
法

に
基
づ
き
財
政
調
整
基
金
な
ど

を
積
み
立
て
た
こ
と
に
よ
り
、

3
億
６
，０
２
７
万
2
千
円
の

増
加（
77
．１
％
増
）と
な
り
ま

し
た
。

全
会
計
の
決
算
状
況

一
般
会
計
歳
入
・
歳
出
決
算
の
状
況

（単位：千円）

会　　　　　計
歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出

差引残額
（A) ー (B)(A) 対前年度比

(%) （B) 対前年度比
(%)

一　般　会　計 14,386,925 5.4 13,518,871 5.9 868,054

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

国 民 健 康 保 険 事 業 2,445,983 0.5 2,324,018 0.7 121,965

介 護 保 険 事 業 2,281,081 ▲ 0.3 2,218,763 ▲ 1.9 62,318

後期高齢者医療事業 231,143 ▲ 1.2 231,135 ▲ 0.3 8

簡 易 水 道 事 業 480,924 6.6 479,186 7.1 1,738

公 共 下 水 道 事 業 841,174 ▲ 14.9 822,492 ▲ 16.1 18,682

集 落 排 水 事 業 355,166 ▲ 1.5 350,951 ▲ 2.2 4,215

温 泉 事 業 16,922 ▲ 3.6 16,041 1.0 881

農林漁業体験実習館事業 26,911 ▲ 2.6 26,911 ▲ 2.6 0

土 地 区 画 整 理 事 業 163,640 889.1 163,639 5,737.0 1

事
業
会
計

上水道事業
収益的収支 296,142 4.8 279,700 ▲ 0.8 16,442

資本的収支 18,948 ▲ 13.5 157,067 6.6 ▲138,119

国民健康保
険病院事業

収益的収支 312,640 9.1 300,332 7.7 12,308

資本的収支 218,499 108.0 288,681 22.9 ▲70,182

合　　　　　計 22,076,098 4.3 21,177,787 4.1 898,311

収　入 支　出

越前さんの家計簿
平成26年度一般会計決算の歳入と歳出を1,000分の1にし、
「越前さん」の1年間の家計に置き換えてみました。

①給料 233万円
・ 町税 ( 町民税や固定資産税など、みなさんから納めら
れた税金）

①生活費 538万円
・ 人件費（各種委員の報酬や職員給与のお金）
・ 物件費（施設の管理費や事業の委託料など）
・ 補助費など（団体などに対する負担金や補助金）

③貯金の取崩し 5万円
・ 繰入金（町が積み立てているお金（基金）の取崩しや
特別会計・事業会計から受け入れるお金）

③借金の返済金 181万円
・ 公債費（町債の元金・利子の支払いに係るお金）

⑤修繕費 18万円
・ 維持補修費（町の施設の修繕のお金）

⑦貯金 83万円
・ 積立金（基金に積み立てるお金）

⑧知人への貸付金 4万円
・ 貸付金（団体などに対し貸し付けるお金）

④前年度の残金 88万円
・ 繰越金（前年度決算からの繰越金）

④家の新・増築や車の購入費 189万円
・ 普通建設事業費（町の施設や道路などの新・増築や大
規模な設備の購入に係るお金）
・ 災害復旧費

小計（A）　自主財源 398万円

小計（B）　依存財源 1,040万円

収入合計 （A）＋（B） 1 ,438万円 支出合計 1,351万円

②財産・臨時収入 72万円
・ 使用料（町の施設や設備の利用料など）
・ 負担金（町の事業で利便を受ける人が負担するお金）
・ 諸収入（貸付金の元利収入や団体・個人からの雑収入）
・ 財産収入（町の土地などを売却したお金）
・ 寄附金（個人や団体から寄附されるお金）

②医療費 178万円
・ 扶助費（子どもや高齢者､障がい者の福祉などのお金）

⑤支援金 928万円
・ 地方交付税（国から交付されるお金）
・ 国 ･ 県からの補助金（法律などによる交付金や事業の
実施に対する補助金）

⑥子どもへの仕送り 160万円
・ 繰出金（特別会計や事業会計に支出するお金）

⑥借入れ 112万円
・ 町債（銀行などからの借金）

町
債
（
借
金
）
と
基
金
（
貯
金
）
の
現
在
高
の
推
移

（百万円）

平成17年度末 平成18年度末 平成19年度末 平成20年度末 平成21年度末 平成23年度末平成22年度末 平成25年度末 平成26年度末平成24年度末

町債現在高 基金現在高

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000 36,51136,511

7,0097,009 5,7365,736 4,6924,692 4,4924,492 4,7324,732 4,5134,513 4,9654,965 5,2915,291 5,4465,446

6,2126,212

35,46135,461 33,09933,099 32,06132,061 30,35430,354 28,10428,104 26,07526,075 24,61824,618

22,54422,544

21,21121,211

合併後9年間で
約153億円
減少

町民1人当たりの現在高

町債 約93万円
（前年度比4万円の減）

基金 約27万円
（前年度比4万円の増）

　

平
成
26
年
度
末
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合

わ
せ
た
町
債（
借
金
）
の
現
在

高
は
２
１
２
億
２
，０
７
１
万

5
千
円
で
前
年
度
よ
り
13
億

２
，３
６
６
万
7
千
円
の
減
少
、

基
金（
貯
金
）の
現
在
高
は
62
億

１
，２
２
８
万
6
千
円
で
前
年

度
よ
り
7
億
６
，６
０
７
万
円

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
総
合
振
興
計
画

で
定
め
た
平
成
27
年
度
末
の

町
債
の
現
在
高
２
０
０
億
円

を
目
指
し
、
財
政
の
健
全
化

に
努
め
ま
す
。

※
町
民
1
人
当
た
り
の
現
在

高
は
、
平
成
26
年
度
末
の

町
債
と
基
金
の
現
在
高
を

同
年
度
末
の
町
の
住
民
基

本
台
帳
人
口
２
２
，８
２
３

人
で
割
っ
た
も
の
で
す
。

歳  入
143億8,692万5千円

歳  入
143億8,692万5千円

一般会計一般会計

町税
23億3,428万1千円
（16.2%）

町税
23億3,428万1千円
（16.2%）

自主財源
39億8,344万円
（27.7%）

自主財源
39億8,344万円
（27.7%）

依存財源
104億348万5千円
（72.3%）

依存財源
104億348万5千円
（72.3%）

地方交付税
65億2,658万1千円
（45.4%）

地方交付税
65億2,658万1千円
（45.4%）

繰越金
8億8,101万2千円（6.1%）
繰越金
8億8,101万2千円（6.1%）

分担金及び負担金
3億4,432万1千円（2.4%）
分担金及び負担金
3億4,432万1千円（2.4%）

繰入金
5,469万4千円（0.4%）
繰入金
5,469万4千円（0.4%）

諸収入
1億8,555万円（1.3%）
諸収入
1億8,555万円（1.3%）

使用料及び手数料
8,362万4千円（0.6%）
使用料及び手数料
8,362万4千円（0.6%）

財産収入  9,791万7千円（0.7%）財産収入  9,791万7千円（0.7%）

寄附金  204万1千円（0.0%）寄附金  204万1千円（0.0%）

地方譲与税
1億793万6千円（0.8%）
地方譲与税
1億793万6千円（0.8%）

地方消費税交付金
2億4,075万4千円（1.7%）
地方消費税交付金
2億4,075万4千円（1.7%）

配当割交付金
2,148万9千円（0.1%）
自動車取得税交付金
1,476万8千円（0.1%）
株式等譲渡所得割交付金
1,237万7千円（0.1%）
地方特例交付金
747万9千円（0.0%）
利子割交付金
649万7千円（0.0%）
交通安全対策特別交付金
172万6千円（0.0%）

配当割交付金
2,148万9千円（0.1%）
自動車取得税交付金
1,476万8千円（0.1%）
株式等譲渡所得割交付金
1,237万7千円（0.1%）
地方特例交付金
747万9千円（0.0%）
利子割交付金
649万7千円（0.0%）
交通安全対策特別交付金
172万6千円（0.0%）

国庫支出金
10億1,466万4千円

（7.1%）

国庫支出金
10億1,466万4千円

（7.1%）
県支出金

13億2,781万4千円
（9.2%）

県支出金
13億2,781万4千円

（9.2%）町債
11億2,140万円
（7.8%）

町債
11億2,140万円
（7.8%）

歳  出
135億1,887万1千円

歳  出
135億1,887万1千円

一般会計一般会計

［性質別］［性質別］

人件費
20億7,280万4千円
（15.3%）

人件費
20億7,280万4千円
（15.3%）

扶助費
17億7,913万3千円
（13.2%）

扶助費
17億7,913万3千円
（13.2%）

公債費
18億755万8千円
（13.4%）

公債費
18億755万8千円
（13.4%）

義務的経費
56億5,949万5千円
（41.9％）

義務的経費
56億5,949万5千円
（41.9％）

投資的経費
19億1,017万1千円
（14.1％）

投資的経費
19億1,017万1千円
（14.1％）

その他の経費
59億4,920万5千円
（44.0％）

その他の経費
59億4,920万5千円
（44.0％）

補助費等
19億1,663万9千円
（14.2%）

補助費等
19億1,663万9千円
（14.2%）

繰出金
15億9,900万2千円
（11.8%）

繰出金
15億9,900万2千円
（11.8%）

普通建設事業費
18億8,527万6千円
（13.9%）

普通建設事業費
18億8,527万6千円
（13.9%）

物件費
13億8,830万9千円
（10.3%）

物件費
13億8,830万9千円
（10.3%）

災害復旧費
2,489万5千円（0.2%）
災害復旧費
2,489万5千円（0.2%）

維持補修費
1億7,613万9千円
（1.3%）

維持補修費
1億7,613万9千円
（1.3%）

積立金
8億2,751万6千円
（6.1%）

積立金
8億2,751万6千円
（6.1%）

貸付金
4,160万円（0.3%）
貸付金
4,160万円（0.3%）

（　）構成比



企画財政課からの
お知らせ

広報 えちぜん 6平成27年10月号広報 えちぜん7 平成27年10月号

空
き
家
対
策
の
推
進

●
空
き
家
の
利
活
用
の
推
進

　

空
き
家
実
態
調
査
な
ど
を
実
施
し
、

空
き
家
の
立
地
や
状
態
、
所
有
者
の

意
向
な
ど
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
。
ま

た
、
地
域
住
民
の
企
画
提
案
を
基
に
、

空
き
家
を
改
修
し
た
移
住
希
望
者
向

け
の
体
験
施
設
を
整
備

 

７
０
８
万
6
千
円

道
路
網
の
整
備

●
安
全
な
交
通
の
確
保 

道
路
網
の
整
備

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活

用
し
、
町
道
に
お
け
る
歩
道
整
備
や

路
面
舗
装
、
消
雪
設
備
を
整
備

 

2
億
１
１
４
万
4
千
円

子
育
て
・
少
子
化
対
策
の
充
実

●
子
ど
も
・
子
育
て
を
支
援

　

平
成
27
年
度
か
ら
5
年
間
を
一
期

と
す
る
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
策

定 

１
５
９
万
9
千
円

●
児
童
福
祉
・
保
育
環
境
の
充
実

　

朝
日
地
区
統
合
保
育
所
と
朝
日
児

童
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
係
る
用
地
取

得
と
建
設
に
係
る
設
計
を
実
施

 

９
，２
８
０
万
7
千
円

町
民
と
協
働
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進

●
合
併
10
周
年
記
念
事
業

　

合
併
10
周
年
記
念
式
典
を
は
じ
め
、

越
前
ま
る
ご
と
元
気
フ
ェ
ア
、
福
井

ミ
ラ
ク
ル
エ
レ
フ
ァ
ン
ツ
公
式
戦
、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
開
催
や
越
前
町

ふ
る
さ
と
音
頭
を
制
作

 

２
，９
６
０
万
8
千
円

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成

●
地
区
集
会
施
設
の
整
備
支
援

　

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
金
を
活
用
し
、
乙
坂
区
集

会
施
設
の
建
設
費
を
補
助

 

２
，５
０
０
万
円

学
校
教
育
環
境
の
充
実

●
学
校
空
調
設
備
の
整
備
と
ト
イ
レ
の
改
修

　

町
内
す
べ
て
の
小
学
校
の
１
年

生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
教
室
に
空

調
設
備
を
整
備
。
宮
崎
・
四
ヶ
浦
・

織
田
小
学
校
と
越
前
中
学
校
の
校
舎

ト
イ
レ
を
乾
式
に
改
修

 
1
億
５
，７
６
０
万
8
千
円

農
業
の
振
興

●
農
業
施
設
の
整
備

　

 

平
等
区
で
揚
水
機
な
ど
の
更
新
や

暗
渠
排
水
を
整
備

 

1
億
４
，３
１
７
万
円

水
産
業
の
振
興

●
漁
業
の
担
い
手
育
成
の
推
進

　

越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
漁
業

の
人
材
育
成
と
「
越
前
が
に
」
の
調

査
研
究
の
拠
点
施
設
と
再
整
備
す
る

た
め
、
施
設
整
備
に
係
る
設
計
と
調

査
研
究
を
実
施 

２
，３
４
２
万
円

観
光
産
業
の
活
性
化

●
商
店
街
街
路
灯
の
整
備

　

西
田
中
区
の
「
本
通
り
」
と
「
駅

前
通
り
」
の
商
店
街
に
設
置
さ
れ
て

い
る
一
部
の
イ
メ
ー
ジ
街
灯
を
更
新

 

１
，０
６
０
万
6
千
円

●
道
の
駅
「
越
前
」
の
整
備

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
・
露
天

風
呂
「
漁
火
」・
越
前
が
に
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
３
施
設
を
中
心
と
す
る

エ
リ
ア
に
道
の
駅
「
越
前
」
を
整
備

 

3
億
８
，２
８
３
万
5
千
円

　

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
は
、
地

方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
、
各
年
度
決
算
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
比
率
に
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
早
期

健
全
化
基
準
や
経
営
健
全
化
基
準
が
あ
り
ま
す
。

比
率
の
い
ず
れ
か
が
基
準
を
超
え
た
場
合
は
、

財
政
健
全
化
計
画
や
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定

し
、
財
政
の
早
期
健
全
化
や
公
営
企
業
の
経
営

の
健
全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
平

成
26
年
度
決
算
で
は
す
べ
て
の
比
率
が
基
準
を

下
回
り
、
財
政
は
「
健
全
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成26年度決算の越前町の財政指標

比　率　名 平成25年度決算 早期健全化
基準

財政再生
基準

実 質 赤 字 比 率 黒字のため健全 13.57％ 20.0％

連結実質赤字比率 黒字のため健全 18.57％ 30.0％

資 金 不 足 比 率 全会計で
資金不足無し 20.0％

実質公債費比率 11.0％ 25.0％ 35.0％

将 来 負 担 比 率 24.1％ 350.0％

財
政
状
況

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

平
成
26
年
度
決
算
の
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
は「
健
全
」

　
「
実
質
公
債
費
比
率
」
と
は
、
町
債（
借
金
）

の
返
済
額
な
ど
が
標
準
財
政
規
模（
※
）
に
占

め
る
割
合
で
す
。
町
債
の
返
済
額
な
ど
に
は
、

一
般
会
計
に
加
え
、
上
下
水
道
・
病
院
の
公
営

企
業
会
計
、
ご
み
し
尿
処
理
や
消
防
の
一
部
事

務
組
合
に
対
す
る
町
の
負
担
金
の
う
ち
、
そ
れ

ら
団
体
の
借
金
の
返
済
に
充
て
ら
れ
た
と
み
ら

れ
る
額
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
比
率
が
高

い
ほ
ど
、
町
財
政
に
対
す
る
借
金
の
返
済
な
ど

の
負
担
が
大
き
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
借
金
の
繰
り
上
げ
返
済

や
金
利
の
低
い
借
金
へ
の
借
り
換
え
、
事
業
の

計
画
的
な
実
施
に
よ
り
借
金
を
減
ら
し
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
結
果
、
実
質
公
債
費
比
率
は
、
平
成
26

年
度
決
算
で
は
11
．０
％
と
な
り
、
ピ
ー
ク
時

の
平
成
18
年
度
と
比
べ
13
．８
ポ
イ
ン
ト
、
前

年
度
と
比
べ
０
．５
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

（
※
） 町
税
や
普
通
交
付
税
、
各
種
譲
与
税
・
交

付
金
な
ど
、
使
途
が
限
定
さ
れ
な
い
通
常

の
年
間
収
入
の
合
計
額

　
「
将
来
負
担
比
率
」
と
は
、
将
来
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
実
質
的
な
負
担
が
標
準
財
政

規
模
に
占
め
る
割
合
で
す
。
将
来
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
実
質
的
な
負
担
は
、
次
の
も
の

な
ど
の
合
計
で
す
。

•
町
債
（
借
金
）
の
残
高

•
上
下
水
道
・
病
院
の
公
営
企
業
会
計
や
ご
み

処
理
・
消
防
の
一
部
事
務
組
合
の
借
金
の
返

済
に
充
て
る
一
般
会
計
な
ど
の
負
担
見
込
額

•
職
員
の
退
職
手
当
支
給
予
定
額

　

こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
現
在
背
負
っ
て
い

る
借
金
な
ど
が
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
町
債
の
残
高
の
縮
減
や
財
政
調
整

基
金
へ
の
積
立
て
に
よ
り
将
来
的
な
負
担
の
軽

減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
将
来
負
担
比
率
は
、
平
成
26
年

度
決
算
で
は
24
．１
％
と
な
り
、
平
成
19
年
度

と
比
べ
１
２
７
．３
ポ
イ
ン
ト
、
前
年
度
と
比

べ
９
．９
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

　

9
月
補
正
予
算
の
補
正
額
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

【
主
な
補
正
内
容
】

•
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に

伴
う
機
器
関
連
整
備
費
や
シ

ス
テ
ム
改
修
に
係
る
丹
南
広

域
組
合
負
担
金
を
増
額

•
地
域
の
活
性
化
を
担
う
拠
点

施
設
を
整
備
す
る
宮
崎
地
区

西
三
区
自
治
協
議
会
に
対
し
、

福
井
ふ
る
さ
と
茶
屋
整
備
推

進
事
業
補
助
金
を
交
付

•
多
世
帯
同
居
・
近
居
住
ま
い

推
進
事
業
補
助
金
を
増
額

実
質
公
債
費
比
率
は
11
．0
％

平
成
26
年
度
に
実
施
し
た
主
な
事
業

将
来
負
担
比
率
は
24
．1
％

平成27年度9月補正予算の概要

※事業会計（上水道・病院事業）の補正はありません。

予算規模
会 計 補正前予算額 補　正　額 補正後予算額
一 般
会 計 138億8,439万3千円 5,454万9千円 139億3,894万2千円

特 別
会 計 68億2,285万7千円 9,549万3千円 69億1,835万円

合 計 207億725万円 1億5,004万2千円 208億5,729万2千円

快
適
で
安
全
に
住
め
る

ま
ち
づ
く
り

健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

人
が
輝
き
交
流
で
満
ち

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

元
気
で
活
力
み
な
ぎ
る

ま
ち
づ
く
り

個
性
豊
か
で
誇
り
の
も

て
る
ま
ち
づ
く
り

▲空き家を改修した居住体験施設の室内

▲新築された乙坂自治会館

▲越前がにミュージアム

▲教室に設置されたエアコン
　（宮崎小学校）

▲更新されたイメージ街灯（西田中区駅前通り）▲観光振興の拠点となる道の駅「越前」

▲式典で初披露された越前ふるさと音頭



　

8
月
24
日
、
31
日
、
内
藤
町
長
ら
が
長
寿
者
宅
を
訪
問

し
、
お
祝
い
の
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
町
長
が
「
ま
す

ま
す
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
る
と
、

み
な
さ
ん
は
は
つ
ら
つ
と
し
た
様
子
で
、
長
寿
の
秘
訣
に

つ
い
て
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

町
内
で
百
歳
を
迎
え
た
人
は
5
人
、
米
寿
（
88
歳
）
を

迎
え
た
人
は
１
８
７
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

9
月
6
日
、
各
地
区
で
敬
老
会
が
開
か
れ
、

９
４
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
各
種
団
体
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

百
歳
長
寿
者
・
米
寿
者
を
慶
祝
訪
問

敬
老
会

を
観
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。
ご
長
寿
の
み
な
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
元
気

で
、
い
き
い
き
と
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

▲朝日地区

▲越前地区

▲宮崎地区

▲織田地区

▲今年度百歳を迎えた
　山本政江さん（気比庄）

宮
崎
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ　

福
井
県
知
事
杯
優
勝

祝　

全
国
大
会
出
場　

宮
崎
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

第
34
回
オ
ー
イ
ン
グ
杯
県
少
年
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
優
勝

　

8
月
8
日
か
ら
15
日
ま
で
の
各
土
日
に
、
福

井
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
の
他
、
福
井
市

内
の
各
会
場
で
福
井
県
知
事
杯
第
46
回
学
童

野
球
選
手
権
大
会
が
開
か
れ
、
県
内
少
年
野
球

チ
ー
ム
の
１
１
７
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

7
月
の
北
信
越
大
会
、
8
月
の
全
国
大
会
を

経
験
し
、
技
術
・
精
神
力
と
も
に
成
長
し
た
宮
崎

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
は
、
1
回
戦
か
ら
5
回
戦
ま
で

安
定
し
た
力
を
見
せ
、
準
決
勝
に
進
み
ま
し
た
。

　

準
決
勝
で
は
鯖
江
市
の
鯖
江
野
球
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
と
対
戦
し
、
3
対
2
と
接
戦
を
勝
利
し

決
勝
に
進
み
ま
し
た
。

　

決
勝
で
は
永
平
寺
町
の
志
比
ス
ポ
ー
ツ
少
年

野
球
ク
ラ
ブ
と
対
戦
し
ま
し
た
。
初
回
に
先
制

さ
れ
た
宮
崎
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
は
、
3
回
に
同
点

に
追
い
つ
き
、
5
回
に
2
点
勝
ち
越
し
ま
し
が
、

勝
利
目
前
の
7
回
に
同
点
と
さ
れ
、
延
長
戦
と

な
り
ま
し
た
。
延
長
戦
の
8
回
、
宮
崎
フ
ァ
イ

ヤ
ー
ズ
の
打
線
が
繋
が
り
、
2
点
を
勝
ち
越
し
、

そ
の
後
の
相
手
の
得
点
を
1
点
に
抑
え
、
5
対

4
で
勝
利
し
、
県
知
事
杯
初

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
大
会
は
10
月

17
日
、
18
日
に
石
川
県
で
開

催
さ
れ
る
松
井
秀
喜
旗
争
奪

第
11
回
学
童
野
球
大
会
の
予

選
大
会
を
兼
ね
て
お
り
、
優

勝
し
た
宮
崎
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ

は
福
井
県
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

8
月
22
、
23
日
、
福
井
市
体
育
館
の
他
、
福

井
市
内
の
各
会
場
で
第
34
回
オ
ー
イ
ン
グ
杯
県

少
年
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
、
県

内
女
子
の
74
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

宮
崎
少
女
バ
レ
ー
は
、
予
選
リ
ー
グ
は
シ
ー

ド
さ
れ
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
か
ら
大
会
に
挑

み
ま
し
た
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
1
回
戦
、
2

回
戦
で
は
安
定
し
た
力
を
見
せ
、
準
決
勝
に
進

み
ま
し
た
。

　

準
決
勝
で
は
、
鯖
江
市
の
吉
川
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
と
対
戦
し
、
21
対

15
、
21
対
11
で
勝
利
し
決
勝
に
進
み
ま
し
た
。

　

決
勝
で
は
、
福
井
市
の
清
水
Ｊ
ｒ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
と
対
戦
し
ま
し
た
。
第
1
セ
ッ

ト
を
17
対
21
で
敗
れ
た
宮
崎
少
女
バ
レ
ー
は
、

第
2
セ
ッ
ト
は
粘
り
強
い
プ
レ
ー
か
ら
得
点
を

重
ね
、
21
対
18
で
勝
利
し
ま
し
た
。
最
終
第
3

セ
ッ
ト
は
、
最
後
ま
で
絶
対
に
あ
き
ら
め
な
い

姿
勢
と
、
持
ち
前
の
全
員
バ
レ
ー

で
15
対
11
と
熱
戦
を
制
し
、
念

願
の
県
大
会
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
大
会
は
、
第
13
回

全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
交
流
大
会
の
予
選
会
を

兼
ね
て
お
り
、
優
勝
し
た
宮
崎

少
女
バ
レ
ー
は
来
年
3
月
に
開

催
さ
れ
る
全
国
大
会
（
福
岡
県

開
催
）
に
福
井
県
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

9
月
10
日
、「
越
前
町
都
市
計
画
基
本
方
針
等

策
定
委
員
会
」
が
開
か
れ
、
委
員
の
委
嘱
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
委
員
長
に
武
井
幸
久

氏
、
副
委
員
長
に
野
嶋
慎
二
氏
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
骨
格
を
担
う

越
前
町
都
市
計
画
基
本
方
針
等
策
定
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た

都
市
計
画
分
野
に
お
い
て
、
最
も
基
本
的
な
方

針
と
な
る
越
前
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

と
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
形
成
に
向
け
た
立
地

適
正
化
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

今
後
は
当
委
員
会
を
通
じ
て
将
来
の
町
内
の
居

住
環
境
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

委員名 （敬称略）
氏　　名 所　　　属

武井　幸久（委員長） 福井高専教授
野嶋　慎二（副委員長） 福井大学教授
𠮷村　春男 町議会議員
田中太左ヱ門 町議会議員
坪川　和夫 朝日地区区長会長
武藤　吉明 宮崎地区区長会長
高橋　政嘉 越前地区区長会長
佐々木勝行 織田地区区長会長
青山　武男 農業委員会
島田　雅子 教育委員
森下　定信 商工会
藤原　綱藏 観光連盟
佐々木悠人 社会福祉協議会
丹羽　利江 朝日地区住民代表
田中　美穂 宮崎地区　　〃
豊浦　　愛 越前地区　　〃
林　　有紀 織田地区　　〃
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8
月
27
日
、
越
前
海
岸
（
長
須
浜
海
水
浴
場
）
で
前
年
に
引

き
続
き
、
越
前
町
バ
ス
事
業
者
連
絡
協
議
会
会
員
と
そ
の
従
業

員
協
力
者
で
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
後
の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
清
掃
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
や
や
波
が
高
め
の
状
況
だ
っ
た
た

め
、
周
囲
や
足
下
に
注
意
し
な
が
ら
、
参
加
し
た
11
人
は
揃
い

の
シ
ャ
ツ
を
着
て
、
海
岸
に
残
さ
れ
た
ゴ
ミ
や
漂
着
物
を
手
分

け
し
て
袋
に
回
収
し
ま
し
た
。
ま
た
、
女
性
参
加
者
は
海
岸
線

道
路
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

越
前
海
岸
の
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た

　

8
月
24
日
、
気
比
庄
の
建
設
地
で
、
朝
日
児

童
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
本
格
的
な
着
工
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

建
設
作
業
中
の
安
全
を
祈
願
し
て
、
施
工
業
者
の

主
催
で
開
か
れ
た
も
の
で
、
多
く
の
関
係
者
が

出
席
の
中
、
内
藤
町
長
と
木
村
町
議
会
議
長
に

よ
る
鎌
入
れ
の
神
事
が
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

内
藤
町
長
は
「
新
施
設
は
、越
前
町
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
も
と
、
自
由
来
館
の

ほ
か
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
室
を
は
じ
め
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
室
を
設
け
、
子
育
て
の
複
合

施
設
と
し
て
充
実
し
た
環
境
の
も
と
、
次
代
を

担
う
町
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

9
月
19
日
、
20
日
の
両
日
、
越
前
町
厨
漁
港

広
場
で
「
越
前
さ
か
な
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

毎
年
好
評
の
「
漁
師
に
な
ろ
う
体
験
」
で
は
、

魚
の
つ
か
み
取
り
体
験
や
、
漁
船
乗
船
体
験
な

ど
、
魚
や
海
を
体
感
で
き
る
体
験
企
画
に
来
場

者
が
楽
し
み
な
が
ら
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
9
月
か
ら
解
禁
と
な
っ
た
底
曳
き
網

漁
を
Ｐ
Ｒ
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
パ
ネ
ル
に

よ
る
漁
の
紹
介
や
、
越
前
ガ
レ
イ
の
試
食
会
な

ど
、
来
場
者
に
底
曳
き
網
漁
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
、
新
鮮
な
魚
介
類
を
中
心
に
、

旬
の
特
産
品
を
揃
え
た
即
売
ブ
ー
ス
や
、
グ
ル

メ
屋
台
な
ど
が
あ
り
、
県
内
外
か
ら
大
勢
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

朝
日
児
童
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
安
全
祈
願
祭

越
前
さ
か
な
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た

順 位 競　　技　　名

１ 位 ホッケー競技　男子

１ 位 ホッケー競技　女子

３ 位

クレー射撃　団体の部
　 谷　文雄
　青柳　良彦
　南田　政夫
　南田　昌宏

３ 位

弓道競技
一般男子団体の部（遠的）
　中野　堅太
　貴田　淳士
　佐々木正人

（敬称略）

▲遠的の部で3位に入賞した弓道一般男子のみなさん

　

２
０
１
５
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
「
市
町
対
抗

の
部
」
が
5
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
福
井
県
内

各
会
場
で
行
わ
れ
、
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
男
女
が
1

位
と
な
り
ま
し
た
。

　

9
月
15
日
、
人
口
減
少
対
策
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
、
寄
附
を
い
た
だ
い
た
髙
堰
三
郎
さ
ん

（
平
等
）に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
内
藤
町
長
が
「
人
口
減
少
問

題
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、
移
住
・
定
住
や

暮
ら
し
や
す
さ
の
向
上
に
つ
な
が
る
施
策
の
推

進
に
有
効
活
用
し
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　

9
月
20
日
、
越
前
町
小
倉
の
越

前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
糸
生
分

館
で
、「
い
と
う
エ
コ
キ
ャ
ン
ド

ル
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
地
元
の

皆
さ
ん
が
2
か
月
か
け
て
作
っ
た
、

約
3
万
個
の
ろ
う
そ
く
に
火
が
灯

る
と
、
会
場
で
は
大
き
な
歓
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

２
０
１
５
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭　

越
前
町
チ
ー
ム　

大
健
闘

寄
附
金
に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

い
と
う
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
が
開
か
れ
ま
し
た

　

ま
た
、
ク
レ
ー
射
撃
団
体
の
部
で
は
第
3
位
、

弓
道
競
技
一
般
男
子
団
体
の
部
（
遠
的
）
で
は

第
3
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

9
月
9
日
、
更
生
保
護
協
力
雇
用
主
※
と
保
護
司
18
人

が
参
加
し
、
更
生
保
護
施
設
「
福
井
福
田
会
」
で
視
察
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
福
井
福
田
会
」
は
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
を
支
援

す
る
県
内
唯
一
の
更
生
保
護
施
設
で
す
が
、
現
在
入
所
定

員
20
人
の
と
こ
ろ
11
人
が
入
所
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
6

人
が
仕
事
に
就
い
て
い
ま
す
。
残
り
の
人
も
就
職
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
入
所
期
間
は
6
か
月
と
限
ら
れ
て
い

る
の
で
、
早
く
社
会
復
帰
が
で
き
る
よ
う
に
関
係
機
関
の

支
援
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

※
更
生
保
護
協
力
雇
用
主
は
、
犯
罪
・
非
行
の
前
歴
の
た
め
に
定
職
に
就
く

こ
と
が
容
易
で
な
い
刑
務
所
出
所
者
等
を
、
そ
の
事
情
を
理
解
し
た
上

で
雇
用
し
、
改
善
更
生
に
協
力
す
る
民
間
の
事
業
主
で
す
。

　

現
在
、
越
前
町
に
は
12
人
の
協
力
雇
用
主
が
い
ま
す
。　

　

8
月
30
日
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
30
人
が

参
加
し
て
、
越
前
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
主
催
の

「
子
ど
も
と
町
長
の
つ
ど
い

い
こ
う
よ
！
恐

竜
博
物
館

」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
町
長
と
一
緒
に
、
ゆ
め
お
ー

れ
勝
山
で
コ
ー
ス
タ
ー
の
手
織
り
を
体
験
し
、

恐
竜
博
物
館
で
は
恐
竜
バ
ス
ザ
ウ
ル
ス
号
に

乗
っ
て
発
掘
現
場
見
学
や
発
掘
体
験
を
し
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
町
長
と
一
緒
に
過
ご

し
た
一
日
は
、
自
分
で
配
色
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
コ
ー
ス
タ
ー
や
化
石
発
掘
証
明
書
の
品
々
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
の
楽
し
い
思

い
出
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

更
生
保
護
施
設
「
福
井
福
田
会
」
を
視
察
し
ま
し
た

子
ど
も
と
町
長
の
つ
ど
い
が
開
か
れ
ま
し
た

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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主
な
業
務

⑴
交
通
安
全
啓
発
活
動

・
街
頭
に
立
ち
、
小
学
生
を
は
じ
め
と
し
た
歩

行
者
・
自
転
車
通
行
者
が
道
路
を
安
全
に
利

用
で
き
る
よ
う
指
導
し
ま
す
。

・
年
4
回
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
中
な

ど
に
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
街
頭
に
立

ち
、
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

・
各
種
団
体
の
依
頼
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
街
頭
や
会
場
内
に
立
ち
歩
行
者
の
安
全

を
確
保
し
ま
す
。

⑵
交
通
安
全
教
室

・
小
学
校
、
中
学
校
、
保
育
所
（
園
）
な
ど
で

交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

　

越
前
町
内
に
限
ら
ず
福
井
県
内
で
個
人
墓

地
の
経
営
と
見
受
け
ら
れ
も
の
が
存
在
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
国
が
定
め
る
法
律
お
よ
び

福
井
県
が
定
め
る
条
例
で
は
、
墓
地
な
ど
を
経

営
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
の
許

可
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
、
公
益
社
団
法
人

ま
た
は
公
益
財
団
法
人
、
宗
教
法
人
、
地
縁
団

体
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
個
人
で
所
有
し
て
い
る
宅
地

や
山
林
な
ど
の
一
部
を
墓
地
に
変
更
し
、（
登

記
地
目
変
更
を
含
む
）お
墓
を
建
て
た
い
と
し

て
も
、
個
人
墓
地
の
経
営
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
越
前
町
内
の
墓
地
か
ら
、
他
の
墓
地

へ
移
す
場
合
（
改
葬
す
る
場
合
）
は
越
前
町

長
の
許
可
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
越
前
町

　

最
近
は
町
内
か
ら
も
だ
ん
だ
ん
と
減
っ
て

き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
野
良
犬
・
野
良
猫

で
す
が
、
実
際
に
は
、
い
ま
だ
に
多
く
の
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
一
度
動
物
と
の
関

わ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

毎
年
1
回
、
4
月
か
ら
6
月
の
間
に
、
狂
犬

病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
ま
だ
の
場
合
は
動
物
病
院
で
受
け
て
く

だ
さ
い
。

②
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

毎
年
、
放
し
飼
い
の
犬
に
咬
ま
れ
る
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
天
気
が
悪
い
か
ら
と
い
っ

て
、
散
歩
の
替
わ
り
に
犬
を
放
す
こ
と
は
や
め

て
く
だ
さ
い
。
必
ず
引
き
綱
を
付
け
て
散
歩
し

て
く
だ
さ
い
。

③
犬
や
猫
を
飼
う
場
合
は
必
ず
最
後
ま
で
責

任
を
持
っ
て
育
て
ま
し
ょ
う

　

野
良
犬
や
野
良
猫
の
多
く
は
以
前
ペ
ッ
ト
と

し
て
飼
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
面
倒
が
見
ら
れ
な
く

な
っ
た
、
子
ど
も
が
増
え
す
ぎ
た
な
ど
の
、
飼

い
主
の
勝
手
な
理
由
で
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
で

●

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
と
は
？

　

平
成
26
年
4
月
か
ら
消
費
税
率
が
8
％
へ
引
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
子
育
て
世
帯
の
家
計
へ
の
負
担
を
減
ら
し
、

消
費
の
下
支
え
を
図
る
た
め
に
、
臨
時
的
な
給
付
措
置
と
し
て

支
給
す
る
も
の
で
す
。

●

支
給
対
象
者

　

平
成
27
年
6
月
分
の
児
童
手
当
の
受
給
者
（
特
例
給
付
は
対

象
外
）

※
平
成
26
年
の
所
得
が
未
申
告
の
人
は
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
未
申
告
の
ま
ま
で
す
と
所
得
の
確
認
が
出
来
な
い
た

め
、
給
付
金
が
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

●

対
象
児
童

　

支
給
対
象
者
の
平
成
27
年
6
月
分
の
児
童
手
当
の
対
象
と
な

る
児
童

●

支
給
額

　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き　

３
，０
０
０
円

●

申
請
方
法

　

対
象
者
に
は
9
月
15
日
に
申
請
書
を
郵
送
に
て
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
同
封
の
封
筒
で
返
送
、

も
し
く
は
、
福
祉
課
、
ま
た
は
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
平
成
27
年
5
月
31
日
時
点
で
住
民
票
が
越
前
町
に
あ
る
人
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
6
月
1
日
以
降
に
転
入
し
て
き
た
人
は
、

5
月
31
日
時
点
で
住
民
票
の
あ
る
市
町
村
が
申
請
先
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
申
請
方
法
・
申
請
期
間
は

市
町
村
ご
と
に
異
な
り
ま
す
）

●

公
務
員
の
人

　

公
務
員
で
、
所
属
す
る
官
庁
か
ら
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
て

い
る
人
は
、
勤
務
先
か
ら
「
申
請
書
」
が
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、

平
成
27
年
5
月
31
日
時
点
で
住
民
票
の
あ
る
市
町
村
に
申
請
期

間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●

提
出
期
間

　

10
月
1
日
㈭
〜
12
月
28
日
㈪

問
合
せ
先　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

個
人
墓
地
の
経
営
は
で
き
ま
せ
ん

犬
や
猫
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
ご
案
内

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
住
民
環
境
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

墓
地
の
経
営
と
は
…

墓
地
の
設
置
、
管
理
、
運
営
を
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

住
民
環
境
課　

☎
３
４‒

８
７
０
８

す
。
不
幸
な
命
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
、
責
任

を
持
っ
て
最
後
ま
で
育
て
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

※
特
に
犬
は
、
飼
う
場
合
は
登
録
、
亡
く
な
っ
た
場
合
は
死

亡
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

【
飼
い
主
不
明
の
犬
・
ね
こ
に
は
無
責
任
に
エ
サ

  

を
あ
げ
な
い
で
く
だ
さ
い
。】

　

エ
サ
を
与
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
理
解
で

き
ま
す
が
、
エ
サ
を
与
え
る
こ
と
で
更
な
る
不

幸
な
命
を
増
や
す
結
果
に
な
り
ま
す
。
飼
い
主

を
捜
す
か
、
責
任
を
持
っ
て
飼
え
な
い
な
ら
エ

サ
を
与
え
る
だ
け
の
無
責
任
な
接
し
方
は
絶
対

に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　

飼
い
主
不
明
の
犬
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
ふ

く
い
動
物
愛
護
管
理
支
援
セ
ン
タ
ー
協
会
、
又

は
住
民
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

ふ
く
い
動
物
愛
護
管
理
支
援
セ
ン
タ
ー
協
会

　
（
丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
４
２‒

６
０
１
８

　

住
民
環
境
課　

☎
３
４‒

８
７
０
８

開
か
れ
る
交
通
安
全
教
室
に
参
加
し
、
交
通

安
全
に
関
す
る
指
導
を
行
い
ま
す
。

応
募
資
格

⑴
年
齢
20
歳
以
上
70
歳
未
満
の
人
。

⑵
身
体
が
健
康
で
職
務
に
支
障
が
な
い
こ
と
。

⑶
募
集
地
区
に
居
住
し
、街
頭
指
導
が
で
き
る
こ
と
。

募
集
地
区　

越
前
地
区

勤
務
条
件

⑴
町
の
非
常
勤
職
員
と
し
て
委
嘱
し
ま
す
。

⑵
社
会
保
険
な
ど
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑶
制
服
な
ど
の
備
品
は
貸
与
し
ま
す
。

⑷
任
期
は
2
年
で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

防
災
安
全
課　

☎
３
４‒

８
７
２
１

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
「
通
知
カ
ー
ド
」
は
、
越

前
町
で
は
11
月
中
に
簡
易
書
留
（
転
送
不
要
）

で
み
な
さ
ん
の
住
所
地
に
お
届
け
す
る
予
定

で
す
。
10
月
中
に
は
届
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
お
届
け
す
る
場
所
は
、
10
月
5
日

現
在
の
住
民
登
録
が
あ
る
住
所
地
に
な
り
ま

す
。
12
月
以
降
も
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は

住
民
環
境
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
「
通
知
カ
ー
ド
」
の
お
知
ら
せ

※
「
通
知
カ
ー
ド
」
と
は

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
と
も
に
氏
名
、
住
所
、
生

年
月
日
、
性
別
の
基
本
4
情
報
が
記
載
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
こ
の
カ
ー
ド
は
、
平
成
28
年

1
月
以
降
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請
す
る
時

や
行
政
手
続
き
で
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
紛

失
し
な
い
よ
う
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

住
民
環
境
課　

☎
３
４‒

８
７
０
８

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
社
会
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
や
な
い
人
、

男
性
・
女
性
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
様
々
な
人
た
ち
が
生
活

し
て
い
ま
す
。
家
庭
や
学
校
、
職
場
、
地
域
に
お
い
て
、
お
互

い
を
理
解
し
尊
重
し
あ
え
る
、そ
ん
な
”共
に
生
き
る
社
会
“の

実
現
を
目
指
し
、
精
神
保
健
福
祉
普
及
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

精
神
疾
患
は
特
別
な
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

全
国
の
精
神
疾
患
患
者
は
約
３
２
０
万
人
で
あ
り
、
い
わ

ゆ
る
4
大
疾
患
（
が
ん
・
脳
卒
中
・
急
性
心
筋
梗
塞
・
糖
尿
病
）

よ
り
も
多
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
代
表
的
な
精
神
疾
患
の
一
つ
で
あ
る
統
合
失
調
症

も
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
と
同
じ
よ
う

に
、
早
期
治
療
や
継
続
的
な
治
療
に
よ
り
長
期
的
に
症
状
の
安

定
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
院
医
療
中
心
か
ら
地
域
生
活
中
心
へ

　

近
年
新
規
の
入
院
患
者
の
入
院
期
間
は
短
縮
傾
向
に
あ
り

ま
す
（
約
9
割
が
1
年
以
内
に
退
院
）。
短
縮
の
主
な
要
因
と

し
て
、
治
療
薬
の
発
達
や
救
急
医
療
体
制
の
整
備
が
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

国
で
は
、
次
の
3
点
を
強
化
し
、「
入
院
医
療
中
心
か
ら
地
域

生
活
中
心
へ
」
と
い
う
精
神
保
健
福
祉
施
策
の
改
革
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

①
国
民
の
理
解
の
深
化

②
精
神
医
療
の
改
革

③
地
域
生
活
支
援
の
強
化　

　

町
も
、
相
談
支
援
や
就
労
支
援
な
ど
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
、
医
療
と
の
連
携
を
強
化
し
、
精
神
疾
患
患
者
が
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
、
精
神
障
害
者
の
地
域
生
活
に
対
す
る
温
か
い

ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

10
月
26
日
か
ら
11
月
1
日
は

第
63
回
精
神
保
健
福
祉
普
及
運
動
期
間
で
す

　

平
成
28
年
度
に
保
育
所
へ
入
所
予
定
の
児
童
の
申
込
み
受

付
を
行
い
ま
す
。
入
所
を
希
望
す
る
保
護
者
は
、
入
所
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
所
を
希
望
す
る
保
育
所
が
定
員
に
達
し
た
場
合
、
も
し
く

は
同
じ
保
育
年
齢
の
入
所
希
望
者
が
多
数
お
り
、
予
定
し
て
い

る
保
育
室
に
余
裕
が
な
い
場
合
な
ど
は
第
2
希
望
に
お
願
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
兄
弟
姉
妹
で
も
同
じ
保
育
所
に
入
所
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
他
市
町
の
保
育
所
を
希
望
す
る
場
合
も
入
所
申
込
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
度
当
初（
4
月
）か
ら
の
入
所
で
は
な
く
、
年
度
途
中
に

入
所
す
る
場
合
も
今
回
の
受
付
期
間
内
に
入
所
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
朝
日
中
央
保
育
所
、
朝
日
北
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
統
合
後

の
あ
さ
ひ
保
育
所
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●

申
込
書
配
布
期
間
お
よ
び
配
布
場
所

　

10
月
9
日
㈮
〜

福
祉
課
・
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

●

受
付
期
間

　
10
月
20
日
㈫
〜
11
月
4
日
㈬
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

●

提
出
場
所

　

福
祉
課
・
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

※
現
在
入
所
し
て
い
る
保
育
所
か
ら
別
の
保
育
所
に
転
園

を
希
望
す
る
人
も
新
規
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
の
で
、
入

所
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●

継
続
入
所
者

　

平
成
27
年
度
よ
り
継
続
し
て
現
在
の
保
育
所
に
入
所
す
る

人
は
、
今
年
度
よ
り
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

保
育
所
よ
り
用
紙
を
お
渡
し
致
し
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に

提
出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

平
成
28
年
度
保
育
所
入
所
の
ご
案
内

広報 えちぜん 12平成27年10月号
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町からのお知らせ



越
前
町
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
若
者
就
職
奨
励
金

　

越
前
町
に
移
住
し
て
、
町
内
外
の
事
業
所
で

定
職
に
就
い
た
若
者
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
要
件

①
県
外
に
1
年
以
上
居
住
し
、
越
前
町
に
住
民

票
を
有
す
る
人

②
町
内
外
の
事
業
所
に
正
規
雇
用
さ
れ
た
人

③
事
業
所
へ
採
用
後
、
6
か
月
以
上
継
続
し
て

雇
用
さ
れ
て
い
る
人

④
事
業
所
へ
の
採
用
時
の
年
齢
が
30
歳
未
満
の
人

⑤
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
5
年
以
上

本
町
に
定
住
し
よ
う
と
す
る
人

奨
励
金
の
額　
交
付
対
象
者
1
人
に
つ
き
5
万
円

　

町
で
は
、
先
の
大
戦
に
お
い
て
亡
く
な
ら
れ

た
戦
没
者
の
追
悼
お
よ
び
次
の
世
代
へ
の
平
和

社
会
の
継
承
を
目
的
と
し
「
越
前
町
戦
没
者
追

悼
式
」
を
行
い
ま
す
。

　

上
下
水
道
料
金
の
口
座
振
替
日
は
、
毎
月
月

末
で
す
。

　

残
高
不
足
な
ど
で
月
末
に
振
替
が
で
き
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
翌
月
15
日
に
再
振
替
し
ま

す
が
、
再
振
替
は
1
回
限
り
で
す
の
で
、
残
高

日　
　

時　

10
月
15
日
㈭　

午
後
1
時
30
分

場　
　

所　

越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館

問
合
せ
先　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

不
足
が
生
じ
な
い
よ
う
口
座
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
口
座
振
替
日
が
土
日
祝
日
の
場
合
は
、
翌
営

業
日
の
振
替
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

上
下
水
道
課　

☎
３
４‒

８
７
０
７

4
月
1
日
以
降
に
就
職
し
た
人
へ
の
就
職
関
係
奨
励
金
の
お
知
ら
せ

平
成
27
年
度
越
前
町
戦
没
者
追
悼
式
の
お
知
ら
せ

上
下
水
道
料
金
の
口
座
振
替
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

越
前
町
地
元
大
学
等
卒
業
生
就
職
奨
励
金

　
福
井
県
内
に
所
在
す
る
大
学
、
短
期
大
学
お
よ

び
専
門
学
校
な
ど
を
卒
業
さ
れ
、
町
内
外
の
事
業
所

で
定
職
に
就
い
た
若
者
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
要
件

①
越
前
町
に
住
民
票
を
有
す
る
人

②
町
内
外
の
事
業
所
に
正
規
雇
用
さ
れ
た
人

③
事
業
所
へ
採
用
後
、
6
か
月
以
上
継
続
し
て

雇
用
さ
れ
て
い
る
人

④
事
業
所
へ
の
採
用
時
の
年
齢
が
30
歳
未
満
の
人

⑤
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
5
年
以
上
本

町
に
定
住
し
よ
う
と
す
る
人

奨
励
金
の
額　
交
付
対
象
者
1
人
に
つ
き
5
万
円

問
合
せ
先　

就
労
支
援
室　

☎
３
４‒

８
７
０
５

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
プ
ラ
ン
、
改
修
工
事
の

補
助

　

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
プ
ラ
ン
、
改
修
工
事

の
補
助
に
関
す
る
申
込
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

⑴
耐
震
診
断
と
改
修
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

・
昭
和
56
年
5
月
以
降
の
一
戸
建
て
木
造
住

宅
を
対
象
に
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
プ
ラ

ン
を
作
成
し
ま
す
。

【
個
人
負
担
額
】
６
，１
７
０
円

⑵
耐
震
改
修
に
つ
い
て

・
⑴
の
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
耐
震
改
修
工
事
を

行
っ
た
住
宅
に
補
助
し
ま
す
。

【
補
助
金
額
】

　

最
大
１
１
０
万
円
（
工
事
費
の
23
％
以
内
）

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
あ

た
り
、
町
内
各
地
区
別
の
ま
ち
づ
く
り
方
針
作

成
の
た
め
の
「
地
区
別
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

を
10
月
下
旬
ご
ろ
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
将

来
の
暮
ら
し
や
す
い
居
住
環
境
づ
く
り
の
た

め
に
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
き

し
た
い
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
お
考
え

や
興
味
が
あ
る
人
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
朝
日
、
宮
崎
、
越
前
、
織
田
の
各

地
区
別
に
開
催
し
ま
す
の
で
、
参
加
ご
希
望
の

住
宅
の
改
修
・
購
入
な
ど
に
関
す
る
補
助
の
お
知
ら
せ

地
区
別
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

多
世
帯
近
居
住
ま
い
推
進
事
業

　

両
親
等
が
住
ん
で
い
る
住
宅
の
近
く
で
住
宅

を
新
築
又
は
購
入
さ
れ
る
場
合
に
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

　

新
築
の
場
合
は
、
工
事
前
に
補
助
金
申
請
を

し
、
平
成
28
年
2
月
20
日
ま
で
に
工
事
が
完
了

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
補
助
金
額
】

　

最
大
50
万
円
（
費
用
の
2
分
の
1
以
内
）

　

各
補
助
と
も
先
着
と
な
り
ま
す
。
予
定
数
に

達
し
次
第
、
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

定
住
促
進
課　

☎
３
４‒

８
７
２
７

人
は
10
月
15
日
㈭
ま
で
に
定
住
促
進
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
詳
し
い
日
程
な
ど
は

後
日
ご
連
絡
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

定
住
促
進
課　

☎
３
４‒

８
７
２
７

　

越
前
町
で
は
、
空
き
家
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ
と
で
、

安
心
・
安
全
で
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
条
例
制
定
に
向
け
た
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
公
表
す
る
条
例
骨
子（
案
）の
内
容
は
、

空
き
家
等
対
策
検
討
委
員
会
に
お
い
て
協
議

を
重
ね
た
も
の
で
す
が
、
よ
り
広
く
町
民
な
ど

の
意
見
を
求
め
る
た
め
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

１
．
公
表
の
方
法

　

⑴
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

　

⑵
定
住
促
進
課
で
の
閲
覧

　

⑶
宮
崎
・
越
前
・
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
の
閲
覧

２
．
意
見
な
ど
の
募
集
期
間

　

10
月
22
日
㈭
〜
11
月
4
日
㈬ 

午
後
5
時
必
着

越
前
町
空
き
家
等
対
策
推
進
条
例
（
仮
称
）
に
関
す
る
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

３
．
意
見
な
ど
の
提
出
方
法

　

別
紙
「
意
見
記
入
様
式
」
に
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
な
ど
を
明
記
の
上
、
左
記
提

出
先
へ
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
又
は
電
子

メ
ー
ル
に
て
提
出
。

４
．
意
見
な
ど
の
取
扱
い

　

⑴
提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
に
対
す
る
個
別
の

回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

⑵
提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
の
概
要
、
そ
れ
に

対
す
る
町
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

　

⑶
個
人
情
報
は
、
こ
の
意
見
募
集
以
外
の
目

的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

提
出
・
問
合
せ
先

　

定
住
促
進
課

　

〒
９
１
６‒

０
１
９
２

　

越
前
町
西
田
中
１
３‒

５‒

１

　

☎
３
４‒

８
７
２
７

　

e-m
ail  teijuu@

tow
n.echizen.lg.jp

　

交
通
安
全
協
会
で
は
運
転
免
許
を
持
っ
て

い
る
人
を
対
象
に
、
交
通
事
故
防
止
と
運
転
マ

ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
講
習
会

を
行
い
ま
す
。

※
当
日
は
受
講
カ
ー
ド
を
必
ず
持
参
し
て
く

運
転
者
講
習
会
を
受
講
し
よ
う
！

だ
さ
い
。
表
彰
の
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、

5
年
間
に
3
回
以
上
（
1
年
に
1
回
）
の
受

講
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先

　

鯖
江
交
通
安
全
協
会　

☎
５
２‒

８
０
４
０

地　

区

開　

催　

日

時　
　

間

場　
　
　
　

所

朝　

日

10
月
15
日
㈭

午
後
7
時
〜
8
時
30
分

朝
寿
殿

10
月
16
日
㈮

午
後
7
時
〜
8
時
30
分

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
糸
生
分
館

織　

田

10
月
21
日
㈬

午
後
7
時
〜
8
時
30
分

サ
ン
ラ
イ
ズ
織
田

宮　

崎

10
月
22
日
㈭

午
後
6
時
30
分
〜
8
時

宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
変
更
点
1
】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
朝
日
地
区
乗
合
ル
ー
ト
）

の
乗
継
ダ
イ
ヤ
の
改
善

　

奥
糸
生
方
面
か
ら
織
田
病
院
、
鯖
江
方
面
へ

の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
を
考
慮
し
て
、
朝
日
地
区

乗
合
ル
ー
ト
と
環
状
ル
ー
ト
又
は
福
井
鉄
道
路

線
バ
ス
と
を
乗
り
換
え
や
す
い
よ
う
に
、
朝
日

地
区
乗
合
ル
ー
ト
の
時
刻
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
時
刻
表
を
全
戸
配
布

し
ま
す
の
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
ご
利

用
に
な
ら
れ
る
方
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

利
用
し
や
す
く
な
っ
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
変
更
点
2
】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
予
約
セ
ン
タ
ー
の
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
に
つ
い
て

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
者
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
予
約
セ
ン
タ
ー

の
受
付
番
号
を
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
変
更
し

ま
す
。

　

利
用
し
や
す
く
な
っ
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
先

　

企
画
財
政
課　

☎
３
４‒

８
７
０
２

　
予
約
セ
ン
タ
ー　

☎
０
１
２
０‒

３
４‒

２
２
２
８

※
予
約
は
前
日
の
午
後
5
時
ま
で
に
お
願

い
し
ま
す
。（
予
約
受
付
時
間　

午
前
9

時
〜
午
後
5
時
ま
で
）

10
月
１
日
㈭
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す

従
来
の
受
付
電
話
番
号

変
更
後
の
受
付
電
話
番
号

☎
３
４‒

２
２
２
２
☎
０
１
２
０‒

　

３
４‒

２
２
２
８

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

遺
言
や
大
切
な
契
約
は
公
正
証
書
に
し
て

お
け
ば
安
心
で
す
。

　

公
正
証
書
は
、
法
務
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ
た

公
証
人
が
作
成
す
る
文
書
で
す
。
遺
言
や
不
動

産
の
賃
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養
育
費
の
支
払
い

な
ど
の
契
約
を
公
正
証
書
に
し
て
お
く
こ
と

で
、
争
い
を
未
然
に
防
止
し
、
大
切
な
資
産
を

守
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

公
証
週
間
の
行
事
と
し
て
次
の
と
お
り
休

日
相
談
（
秘
密
厳
守
・
無
料
）
を
実
施
し
ま
す
。

①
日
曜
休
日
相
談

　

日　
　

時　

10
月
4
日
㈰

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
正
午
、

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
か
ら
4
時

　

場　
　

所　

武
生
公
証
役
場

　
　
　
　
　
　
（
越
前
市
京
町
２‒

１‒

６
）

10
月
1
日
か
ら
7
日
は
「
公
証
週
間
」
で
す　

内　
　

容　

遺
言
・
任
意
後
見
契
約
、
尊
厳

死
宣
言
、
離
婚
に
伴
う
養
育
費

の
支
払
い
契
約
な
ど
に
関
す
る

相
談

②
日
本
公
証
人
連
合
会
電
話
相
談

　

日　
　

時　

10
月
3
日
㈯
・
4
日
㈰　

　
　
　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
か
ら
正
午
、

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
か
ら
4
時
30
分

　

問
合
せ
先　

☎
０
３‒

３
５
０
２‒

８
２
３
９

　

※
週
間
中
は
平
日
も
同
じ
時
間
帯
、
同
じ
電

話
番
号
で
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

武
生
公
証
役
場

　
　
　
　
　

☎
２
３‒

５
６
８
９
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町からのお知らせ



国
の
制
度
だ
か
ら
安
心
・
確
実
！

・
新
規
加
入
や
掛
金
月
額
を
増
額
す
る
場
合
、

掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

・
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
、
手
数
料
も
か
か
り

ま
せ
ん
。

外
部
積
立
型
だ
か
ら
管
理
が
簡
単
！

・
従
業
員
ご
と
の
納
付
状
況
や
退
職
金
試
算

額
を
事
業
主
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？
「
中
退
共
」
の
退
職
金
制
度
な
ら
、
掛
金
に
国
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

・
退
職
金
は
、
中
退
共
か
ら
直
接
従
業
員
へ
支

払
わ
れ
ま
す
。

◎
パ
ー
ト
さ
ん
も
ご
加
入
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
先

（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
中
小
企
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

☎
０
３‒

６
９
０
７‒

１
２
３
４

　

10
月
19
日
㈪
〜
10
月
25
日
㈰
は
行
政
相
談

週
間
で
す
。
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、行
政（
国

や
県
、
町
の
仕
事
）
に
対
す
る
意
見
や
苦
情
、

要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
行
政
相
談
委
員
が
み

な
さ
ん
と
行
政
の
間
に
た
ち
、
公
正
・
中
立
な

立
場
か
ら
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
朝
日
・
宮
崎
地
区
会
場

　

日　

時　

10
月
20
日
㈫

　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜
午
後
4
時

行
政
相
談
週
間
の
お
知
ら
せ

　

場　

所　

越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
　
（
西
田
中
）

　
問
合
せ
先　

行
政
相
談
委
員　

大
橋
直
之

　
　
　
　
　

☎
３
４‒

０
８
１
３

②
越
前
・
織
田
地
区
会
場

　

日　

時　

10
月
20
日
㈫

　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時

　

場　

所　

越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
　
（
梅
浦
）

　
問
合
せ
先　

行
政
相
談
委
員　

濱
野
仁
史

　
　
　
　
　

☎
３
７‒

２
０
６
０

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

　

農
地
は
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
大
切
な
資
源
で
あ

り
、
耕
作
放
棄
さ
れ
て
い
る
農
地
は
、
周
囲
の

優
良
な
農
地
に
迷
惑
を
か
け
る
ば
か
り
だ
け
で

な
く
、
不
法
投
棄
の
誘
発
や
枯
草
火
災
を
招
く

危
険
が
あ
り
ま
す
。
耕
作
放
棄
地
を
防
ぐ
に
は
、

所
有
者
が
責
任
を
持
っ
て
農
地
を
管
理
す
る
意

識
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
日
頃
か
ら
農
地
が
荒

れ
な
い
よ
う
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
本
年
度
も
農
業
委
員
が

農
地
を
見
回
り
、
耕
作
放
棄
さ
れ
て
い
る
農
地

の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
草
刈
り
な
ど
農
家
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　

越
前
町
農
業
委
員
会　

☎
３
４‒
８
７
０
４

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　財布やかばんの中に商品券が残っていませんか？
　期限が過ぎると使用できませんのでご確認ください。
　アンケートのご協力も併せてお願いいたします。
問合せ先
　商工観光課　☎34‒8720　　越前町商工会　☎36‒0800

「プレミアム付商品券」使用期限迫る！

越前町プレミアム付商品券使用期限：10月31日㈯

平成27年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  8月16日～9月15日
工　　　事　　　等　　　名 請負金額 請負業者名 主　管　課

平成27年度町道大樟道口線道路拡幅設計・調査業務委託 3,942,000 円 北電技術コンサルタント㈱
福井支店 建 設 課

平成27年度県単天谷地区急傾斜地崩壊対策工事 3,749,760 円 岬建設㈱ 建 設 課
平成27年度町道江波・下河原支線道路維持補修工事 2,008,800 円 ㈾丸坂建設 建 設 課

越前がにミュージアム施設整備工事 354,132,000 円
㈱大生・橋本建設㈱・岬建設㈱
越前がにミュージアム施設整備
工事特定建設工事共同企業体

農林水産課

越前がにミュージアム施設整備工事監理業務 11,880,000 円 ㈱シルバー建築設計事務所 農林水産課
平成27年度ふるさと林道厨～小曽原線法面保全工事 4,212,000 円 橋本建設㈱ 農林水産課
平成27年度越前町防災行政無線戸別受信機整備工事 183,600,000 円 ㈱ほくつう　福井支店 防災安全課
平成27年度福井総合植物園外壁改修工事 2,170,800 円 坂口木材㈱ 商工観光課

里
山
里
海
湖
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
項
目

助　

成　

額

ミ
ニ
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
設

最
大
１
５
０
万
円

農
地
を
体
験
農
園
、
オ
ー
ナ
ー
農
園
に
整
備

最
大
15
万
円

ミ
ニ
直
売
所
の
整
備

最
大
20
万
円

農
家
民
宿
や
漁
家
民
宿
の
設
備
改
修

最
大
40
万
円

農
地
を
獣
害
か
ら
守
る
ヤ
ギ
放
牧
場
の
整
備

最
大
30
万
円

　

県
で
は
新
た
に
、
歴
史
や
文
化
、
豊
か
な
自

然
を
活
か
し
、
都
市
と
の
交
流
を
促
進
す
る

『
里
山
里
海
湖
ビ
ジ
ネ
ス
』
を
始
め
る
人
を
募

集
し
、
次
の
支
援
項
目
に
つ
い
て
、
県
が
そ
の

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
に
あ
た
っ
て
は
条
件
な
ど
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

福
井
県
丹
南
農
林
総
合
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
４‒

１
７
９
０

　

農
林
水
産
課　

☎
３
４‒

８
７
０
４

「
里
山
里
海
湖
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
お
知
ら
せ

　

60
歳
前
後
の
県
内
勤
労
者
を
対
象
と
し
て
、

年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
安
心
で
充

実
し
た
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
送
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
「
年
金
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
し
ま
す
。
セ

ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
個
別
相
談
の
時
間
を
設
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は

下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

実
施
日　

11
月
7
日
㈯　

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
12
時
30
分

場　

所 

　

サ
ン
ド
ー
ム
福
井
管
理
棟
１
０
３
・
１
０
４

　

福
井
県
越
前
市
瓜
生
町
５‒

１‒

１

講　

師

　

社
会
保
険
労
務
士　

青
垣　

智
則　

氏

相
談
員

　

社
会
保
険
労
務
士　

村
上　

千
夏
子　

氏

問
合
せ
先

　
（
公
財
）
福
井
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会

　

☎
０
７
７
６‒

２
２‒

６
２
２
２

年
金
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

　

標
準
営
業
約
款
制
度
は
、消
費
者
（
利
用
者
）

保
護
の
観
点
か
ら
消
費
者
の
店
舗
選
択
の
利
便

を
図
り
、
合
わ
せ
て
公
衆
衛
生
の
向
上
を
目
的

に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。

　

現
在
、「
理
容
店
」、「
美
容
店
」、「
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
店
」、「
め
ん
類
飲
食
店
」、「
一
般
飲
食
店
」
の

5
業
種
で
、
設
備
や
損
害
賠
償
保
険
等
に
つ
い

て
厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に
従
っ
て
営
業

す
る
こ
と
を
登
録
し
た
店
舗
は
店
頭
に
「
Ｓ

マ
ー
ク
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。登
録
店
は
、安
全
・

清
潔
・
安
心
を
約
束
す
る
信
頼
で
き
る
お
店
で

す
の
で
、
お
店
選
び
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
法
の
日
」
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
、
法
の
役

割
や
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
き
っ

か
け
に
な
る
よ
う
に
と
、
裁
判
所
、
検
察
庁
及

び
弁
護
士
会
の
協
議
で
提
唱
さ
れ
、
昭
和
35
年
、

政
府
に
よ
っ
て
、「
国
を
あ
げ
て
法
の
尊
重
、
基

本
的
人
権
の
擁
護
、
社
会
秩
序
の
確
立
の
精
神

を
高
め
る
た
め
の
日
」
と
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

裁
判
所
、
法
務
省
、
検
察
庁
及
び
弁
護
士
会

問
合
せ
先

（
公
財
）
福
井
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

　

厚
生
労
働
大
臣
認
可

　

☎
０
７
７
６‒

２
５‒

２
０
６
４

で
は
、
10
月
1
日
か
ら
の
1
週
間
を
「
法
の
日
」

週
間
と
し
、
毎
年
、
全
国
各
地
で
各
種
の
行
事

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
裁
判
所
で
は
、
全
国
各

地
で
法
や
裁
判
手
続
に
関
す
る
説
明
会
や
見
学

会
、
講
演
会
等
の
催
し
を
行
う
予
定
で
す
。

問
合
せ
先

　

福
井
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

　

☎
０
７
７
６‒

９
１‒

５
０
５
３

標
準
営
業
約
款
制
度
の
お
店
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

10
月
1
日
は
、「
法
の
日
」
で
す

厚生労働大臣認可

出前講義

法の日

法廷見学会

模擬裁判
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防災行政無線テレフォンサービス（直近に放送した内容が確認できます）
☎34 ｰ 1444　☎34 ｰ 1445　☎34 ｰ 0866

都会人不便さ知らず育ち行く 冨田コズヱ
発想の転換吉とする女神 渡辺　照子川 柳

・越前消防団出初式　　　　・町と各地区の防災訓練　　　　・越前消防操法大会
・火災予防巡回　　　　　　・水防訓練

消防署からのお知らせ

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎36‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119
 http//www.fd-sabaenyu.jp/

☆　消防団の主な行事　☆

　消防団は全国的に団員の減少、高齢化など様々な問題を抱えており、越前消防団としてもまだまだ消
防団員が不足しています。
　消防団の活動もいろいろです。「自分が育った町」 「自分が暮らす町」そして「自分が働く町」。そんな
かけがえのない町を守りたい。そんな思いがあれば、誰でも消防団に参加できます。地域を知るあなた
だからこそ出来ることもたくさんあります。越前町の安心安全を守るために消防団に参加してください。
　ぜひ、お待ちしています。

10
月
の
休
館
日　
5
・
13
・
19
・
26 

日

開
館
時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
最
終
入
館
は
午
後
4
時
30
分
）　　

入
館
料　
無
料

美味しい器展

開催中～ 10月18日㈰まで

　芸術の秋、読書の秋、食欲の秋…さまざ
まな「秋」がある中、越前焼の器で美味し
い料理をさらに引き立てる、「器」。日常に
取り入れやすい器から、おもてなし用の器
まで、食器をメインとした展示会を開催中。

越前焼で珈琲時間
　常時100点以上ある越前焼作家のコー
ヒーカップの中からお好きなカップを選ん
でコーヒーが楽しめるセルフカフェ。
　四季折々の陶芸公園を眺めながらとって
おきの時間を過ごしませんか。

問合せ先　越前陶芸村文化交流会館
　　　　　☎32‒3200

　

今
年
で
第
10
回
を
む
か
え
る
越
前
町
音
楽

祭
は
、
町
内
の
音
楽
団
体
の
み
な
さ
ん
の
ス

テ
ー
ジ
の
ほ
か
、
ア
カ
ペ
ラ
グ
ル
ー
プ
の

Ｐパ

イ

ロ

ン

Ｙ
Ｌ
Ｏ
Ｎ
、
津
軽
三
味
線
と
ピ
ア
ノ
の
和
洋

コ
ラ
ボ
に
よ
る
陽ひ

か

げ

つ

影
月
を
迎
え
、
多
彩
な
音
楽

を
奏
で
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
も
と
も
と
収
穫
祭
と
言
わ
れ

る
も
の
な
の
で
、
秋
の
木
の
実
の
収
穫
祭
と
ば

か
り
に
企
画
し
て
み
ま
し
た
。

　

今
年
は
リ
ー
ス
に
挑
戦
！
ジ
ャ
ッ
ク
オ
ー
ラ

ン
タ
ン
（
お
ば
け
か
ぼ
ち
ゃ
）
や
黒
猫
に
魔
女

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
定
番
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
楽
し
く

可
愛
く
飾
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

日　
　

時　

10
月
18
日
㈰　

午
後
1
時
〜
3
時

定　
　

員　

20
人

　
　
　
　
　
（
電
話
で
の
予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す
。）

費　
　

用　

材
料
費
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
入
園
料
が
別
途
か
か
り
ま
す
。）

　

日
野
川
源
流
に
建
設
さ
れ
た
水
源
施
設
の
見

学
会
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
水
の
大
切
さ

を
身
近
に
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

親
子
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

10
月
31
日
㈯

集
合
場
所　

越
前
町
役
場
正
面
玄
関
前

日　
　

程

　

午
前
9
時
10
分　

役
場
出
発

役
場
↓
桝
谷
ダ
ム
↓
八
乙
女
頭
首
工
↓
日

野
川
水
道
管
理
事
務
所
↓
役
場

　

解
散　

午
後
4
時
頃
予
定

募
集
人
員　

15
人

２
０
１
５　

越
前
町
音
楽
祭
を
開
催
し
ま
す

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
工
作
教
室

「
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
リ
ー
ス
を
作
ろ
う
」
を
開
催
し
ま
す
！ 

桝
谷
ダ
ム
見
学
会
の
お
知
ら
せ

10
月
の
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館　

会
館
情
報

越前
消防団長
より

日　
　

時

　

11
月
15
日
㈰

　

開
場　

午
後
1
時

　

開
演　

午
後
1
時
30
分

場　
　

所

　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル

出
演
者

越
前
町
邦
楽
の
会

Ｍ
ｅ
ｌ
ｏ
ｄ
ｉ
ｃ 

Ｂ
ｅ
ａ
ｔ 

Ｏ
Ｔ
Ａ

Ｐ
Ｙ
Ｌ
Ｏ
Ｎ

陽
影
月

入
場
料　

無
料

主
催
者　

越
前
町
音
楽
祭
実
行
委
員
会

問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課　

☎
３
４‒

２
０
０
０

入
園
料　

大　

人　

３
０
０
円

　
　
　
　
　

中
高
生　

２
０
０
円

　
　
　
　
　

小
学
生　

１
０
０
円

問
合
せ
先

　

越
前
町
立
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　

☎
３
４‒

１
１
２
０

参
加
料　

無
料

申
込
方
法

　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
10
月
20

日
㈫
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
定
人
員
を
超
え
た
場
合
は
お
断
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
他

　

昼
食
・
雨
具
は
各
自
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

　

上
下
水
道
課

　
☎ 

３
４‒

８
７
０
７　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

３
４‒

１
２
３
６

　

E-m
ail:suidou@

tow
n.echizen.lg.jp
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みんな集まれ 町からのお知らせ



退屈が過ぎて心に隙が出来 山田千栄子
辛い時発想変えて前を向く 松村　典子川 柳 車無い不便のお陰足元気 笠嶋ナツヱ

退屈を未だ現役を寄せつけぬ 竹内　涼子川 柳

　

つ
ら
い
気
持
ち
を
ひ
と
り
で
抱
え
て
い
ま
せ

ん
か
？

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
話
を
す
る
こ
と
で
、
解
決

の
糸
口
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ご
家
族
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

日　

時　
10
月
27
日
㈫　

午
後
7
時
〜
午
後
9
時

場　

所　

役
場
別
館

料　

金　

無　

料

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

千
崎　

愛　

氏
（
臨
床
心
理
士
）

・
予
約
制
（
匿
名
で
も
可
）

・
相
談
時
間
は
、
一
人
40
分
程
度
（
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
）

問
合
せ
先　

健
康
保
険
課　

☎
３
４‒

８
７
１
０

　

言
葉
や
発
達
が
ゆ
っ
く
り
だ
と
思
わ
れ
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
し
た
個
別
相
談
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
特
性
に
合
わ
せ
た
支

援
を
、
こ
こ
ろ
の
先
生
（
心
理
相
談
員
）
と
一

緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
　

時　

10
月
13
日
㈫　

午
後
1
時
〜
4
時

場　
　

所　

朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ッ
フ　

臨
床
心
理
士

相
談
時
間　
約
30
分
〜
1
時
間
の
個
別
相
談
で
す

　
　
　
　
　
（
予
約
制
）

料　
　

金　

無　

料

申
込
み
・
問
合
せ
先　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

「
心
を
い
や
す
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

（
夜
間
相
談
会
）

「
発
達
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

　今回は、血圧が上がる原因についておしらせします。
　血圧が上がる原因は人それぞれです。下の構造図を見てください。血液量の増加、血管の質の変化、血管の
収縮によって血圧が上がります。そのようになる要因として、❶～❼のことが考えられます（番号は影響の大
きい順にふってあります）。
　また、その要因は一つではなく、重なりあって起きている場合があります。
　次回は、高血圧を放っておくとどうなるか。「血圧が上がると弱い臓器」についてお話します。

こちら健康増進係 みんなで予防高血圧
～私の血圧が上がる原因は何だろう?～

第6回

血液の量

血管の質
（流れ・硬さ）

血管の太さ
（収縮）

問合せ先
健康保険課　☎34‒8710

塩分の取りすぎは血液の
量を増やすことになる

人が1日に必要な
塩分は3g程度。
不用な塩分は腎臓
から排泄。

塩分は水を引き寄せる性質
体液は0.9％に保たれている
塩1g － 水110cc 必要になる

食べ方（塩分）
2

脳卒中、心疾患、高血圧、
腎疾患など
※妊娠中に高血圧や尿蛋白の
　指摘を受けた場合も含む

遺伝的要素1

アルコールを処理
するためには水が
必要

アルコール
7

脂肪細胞（内臓脂肪）から出る
物質が
・血管内皮を傷める
・インスリンを効き
　にくくする

肥満（内臓脂肪型肥満）
3

運動不足
4

タバコ5

交感神経
（過労、緊張、睡眠不足）

6

脳や心臓などの血管

梗塞のきっかけ

【特定健診・長寿健診・ヤング健診・肺がん（結核）検診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診】　
健診日（曜日） 会　　　　場　　　　名 受付時間 予約状況
10月15日（木） 越前町生涯学習センター糸生分館 9：00～ 10：00 受付中
10月25日（日） 宮崎コミュニティセンター 9：00～ 10：00 受付中
★11月 7 日（土） サンライズ織田 13：00～ 14：00 受付中
★レディース健診のため女性限定です。

【胃がん検診】（定員になり次第締切ます）
健診日（曜日） 会　　　　場　　　　名 受付時間 予約状況
10月15日（木） 越前町生涯学習センター糸生分館 8：30～ 9：30 受付中
10月25日（日） 宮崎コミュニティセンター 8：30～ 9：30 受付中

【子宮がん検診・乳がん検診】（定員になり次第締切ります）
健診日（曜日） 会　　　　場　　　　名 受付時間 予約状況
10月15日（木） 越前町生涯学習センター糸生分館 13：00～ 14：00 受付中
10月25日（日） 宮崎コミュニティセンター 9：30～ 10：15 受付中
11月 7 日（土） サンライズ織田 13：00～ 14：00 受付中

●大腸がん検診の検便容器は、上記の検診の受付時間にすべての会場で回収しています。
●予約がまだの人は、電話予約または町ホームページから電子申請予約をしてください。
　（予約状況は9月18日付） 問合せ先　健康保険課  ☎34‒8710

問合せ先　健康保険課  ☎34‒8710

成　人　の　健　康　診　査 予約制

　町では、65歳以上の人にインフルエンザ費用の助成を行います。対象となる人には、高齢者インフルエンザ予防
接種券（はがき）を通知します。身体に抗体ができるまでに2週間程度かかるため、インフルエンザの流行シーズン
を迎える前に接種することをお勧めします。

※指定医療機関以外で接種する場合は、自己負担額が高くなることがあります。
※ご希望の人は、事前に医療機関に予約して、接種券（はがき）・健康保険証・負担金を持参の上、接種してください。
※施設入所されている人は、健康保険課までお問い合わせください。

高齢者インフルエンザ予防接種費用助成のお知らせ

対象者　①昭和26年1月30日までに生まれた満65歳以上の人
②60歳以上65歳未満で、心臓や腎臓、呼吸器、免疫
の機能障害のため、障害手帳1級の認定を受けてい
る人（個人通知はしませんので、接種を希望する
人は健康保険課までお申し出ください。）

予防接種補助の有効期間
　10月1日から平成28年1月31日まで（休診日を除く）

接 種 場 所
越前町、鯖江市、越前市、南越前町、池田町
の指定医療機関
※詳細は町ホームページをご覧いただくか
健康保険課までお問い合わせください。

自己負担金　1,500円（1人1回のみ）

脳の弱点
圧に弱い！

脱水に
なると…

刺激

刺激

血管が細くなる
イメージ

内皮

体脂肪が増える

LDL コレステロール、
中性脂肪が増える

食べ過ぎると…
・タンパク質（尿酸）
・糖質　・脂肪

が過剰になる

血中にイン
スリンが多
くなる！

人間は血圧を上昇させることで、腎
臓から排泄する塩分を増やしている。

塩分過剰→血圧上昇→塩分排泄増加
塩分摂取の過剰が続くと、高血圧も
持続するということは、

塩分を控えれば血圧は低下する

血管には神経が働いて
いて細胞にいく圧が高
くならないように調節

高血圧は脳の細動脈に
圧がかかりやすく動脈
瘤ができやすい

★

1日に約150ℓの血液が腎
臓に流れ、フィルター（細
動脈）でろ過されて、1％
にあたる1.5ℓの尿が作ら
れる。
尿中に排泄される塩分は
9g が限界（遺伝がある場
合は6g）。

体の中の水分を一定に保
ち、不用なものを排泄する

腎臓の仕事

血管の壁が薄く、圧がかか
りやすくなっている

腎　臓

血液量が増え
ると腎臓の仕事

が増える
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健康な暮らしのために



交通に多少不便な片田舎 山谷　ゆり
不便さがアイディアマンを生んでいる 司辻　文子川 柳 扇風機首振らなくて退屈す 武藤　久子

目・腰・膝日々の動作にある不便 山内　千代川 柳

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド

子　育　て　ア　ド　バ　イ　ス図　書　館　だ　よ　り

10月27日～ 11月9日は2015「読書週間」です

織田分館で平成27年度上半期貸出ベスト小説の特集展示（10月8日～）

　いま、電子メディアの発達によって、世界の情報伝達の流れは、大きく変容しようとして
います。しかし、その使い手が人間であるかぎり、その人間性を育て、かたちづくるのに、「本」
が重要な役割を果たすことは変わりありません。
　暮らしのスタイルに、人生設計の中に新しい感覚での「本とのつきあい方」をとりいれて
いきませんか。 （読書推進運動協議会HPより）

　織田分館では、町内図書館で平成27年4月～ 9月までの半年間に貸出された小説の上位ランキング表を掲示する
とともに織田分館が所蔵する図書を特集展示しています。
　ランキング表や展示してある図書から読みたいものを選んで、今年の秋は読書を満喫してみませんか？

新しいDVDが入りました
DVDは織田分館の視聴覚コーナーでご覧になれます。

織田分館の視聴覚コーナー

《新しいDVD》
・思い出のマーニー
・ベイマックス
・モンスターズユニバーシティ
・マダガスカル1
・ちいさなプリンセスソフィアなど

期　間　10月16日㈮～ 31日㈯
場　所　織田分館カウンター前
雑　誌　オレンジページ・きょうの料理・
　　　　サライ・家の光など

　保存期間が終了した雑誌を図書館利用のみ
なさんに提供します。
　ご希望の雑誌をお持ち帰りいただけます。

織田分館の雑誌を無償提供します

※番組は予告なく変更されることが
ありますので、ご了承ください。

問合せ先  丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　　　　   ☎21－3277   Eメール／ smiletv@t-catv.co.jp
　　　　   URL／ http：//www.t-catv.co.jp

※その他の番組の放送予定や放送
時間は丹南ケーブルテレビ㈱の
ホームページでご確認ください。

10月の越前町関連の番組放送時間表

たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

■ 「Jr.＋［ジュニアプラス］」
宮崎小学校仲のよい学級づくり発表会
【10月24日㈯～10月30日㈮】

■ 「越前町いきいき情報局」
織田文化歴史館企画展覧会
【10月10日㈯～10月30日㈮】
越前町音楽祭
【10月31日㈯～11月13日㈮】

■ 「丹南のお店情報 みぜばん」
フ・クレール（パン・クッキー）
【10月17日㈯～10月23日㈮】
「～丹南ふれあい百景～おたっしゃ珍道中」

■ 田吾作マコモダケにくびっタケ
【10月3日㈯～10月9日㈮】

■ 「丹南歴史探訪」
劔神社をはじめとする織田の歴史と文化
【10月24日㈯～10月30日㈮】

目を大切に…

10月10日は「目の愛護デー」

どんなことに気をつけたらいいの？

• 前髪は目にかからないようにしましょう。
• 照明の明るさに気をつけましょう。
• 長時間のゲームは禁物。
• 戸外で遊び、体も目もリラックス。
• 緑黄色野菜を食べましょう。
• 汚い手で目をこすりません。
• 絵をかいたり、絵本を見たりするときの
姿勢に気をつけましょう。

　乳児の視力は生後7～ 8か月で0.1
くらいだそうです。
　まだまだ目の周りの筋肉が発達して
いないため視界も狭く、急にものが現
れたり消えたりするように見えます。
　おうちの人が見えなくなると不安に
なるので、その場を離れるときは必ず
顔を近づけ、声をかけてあげましょう。

私たちは情報を得るための8割を目に頼っています。
視覚がいちばん発達するのが、乳幼児期です。

目を大切にしていくためにも、生活を見直してみましょう！

　

今
回
紹
介
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
は
、
小
倉
地
区
の
春
岡
草
太
さ
ん
で
す
。

春
岡
さ
ん
は
9
月
11
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
わ
か
や
ま
国
体

の
水
泳
競
技
に
お
い
て
、
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
に
出
場
し
ま
し
た
。

ま
た
、
中
学
生
の
と
き
か
ら
各
大
会
で
優
勝
す
る
な
ど
、
今
後
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
ア
ス
リ
ー
ト
で
す
。

　

春
岡
さ
ん
は
、
父
親
が
水
泳
の
コ
ー
チ
を
し
て
い
る
影
響
か
ら
、
4

歳
の
と
き
に
水
泳
を
始
め
ま
し
た
。
小
さ
い
と
き
か
ら
水
泳
を
行
っ
て

い
る
の
で
、
今
の
自
分
は
水
泳
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
普
段
の
練
習
は
、
朝
1
時
間
半
と
夕
方
2
時
間
半
行
い
、
泳
ぐ

だ
け
で
は
な
く
、
筋
ト
レ
な
ど
も
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
練
習

が
き
つ
く
て
嫌
に
な
る
こ
と
も
あ
る
み
た
い
で
す
が
、
泳
ぎ
の
フ
ォ
ー

ム
や
タ
イ
ム
を
意
識
し
、
自
分
自
身
の
課
題
の
克
服
に
向
け
て
日
々
練

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
は
、
来
年
3
月
に
行
わ
れ
る
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
水
泳
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

同
大
会
に
は
小
学
4
年
生
の
と
き
に
出
場
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
と

き
以
来
の
出
場
を
目
指
す
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
目
標
達
成
に
向
け
、

春
岡
さ
ん
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

福井工業大学附属福井高等学校1年

春 岡  草
そ う

 太
た

さん
（小倉地区）

みつけた！ わが町のわが町の
アアススリリーートト

Athlete of Our Town

えちぜんスポーツナビ
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不便でも空気の澄んだ里が好き 木下百合子川 柳 発想を乗せてそおっと風呂を出る 向當みつ子
発想を展開させる子の瞳 原　　榮子川 柳 広報 えちぜん 24平成27年10月号広報 えちぜん25 平成27年10月号

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
2929

―
民
俗

―
民
俗  

編
―
編
―

学
Ｋ 
さ
て
今
回
は
、
先
月
の
え
ち
ぜ
ん
年
代
記
で
学
Ｈ

さ
ん
の
解
説
の
あ
っ
た「
水み

無な

月づ
き

祓ば
ら
い」で
す
。

Ｅ
子 

あ
れ
っ
「
水
無
月
祓
」
っ
て
言
い
ま
し
た
け
ど
、
水

無
月
っ
て
6
月
の
こ
と
で
す
よ
ね
。
八
坂
神
社
の

「
水
無
月
祓
」
は
7
月
で
し
た
よ
？
一
月
ず
れ
て
い

ま
せ
ん
か
？

学
Ｋ 

そ
う
で
す
ね
。
現
在
の
カ
レ
ン
ダ
ー
で
は
一
月
遅

れ
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
、
旧
暦
で
は
現
在
の
7
月

が
6
月
に
な
る
の
で
す
よ
。

Ｅ
子 

前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
旧
暦
っ
て

何
で
す
か
？

学
Ｋ 

簡
単
に
言
い
ま
す
と
、
旧
暦
は
月
の
満
ち
欠
け
の

周
期
を
元
に
し
て
つ
く
ら
れ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
で
す
。

太た
い

陰い
ん

暦れ
き

と
も
言
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
明
治
5
年
ま

で
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
伝
統
行
事
な
ど
は
、
今

で
も
こ
ち
ら
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
従
っ
て
実
施
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
で
す
。

 

そ
れ
に
対
し
て
現
在
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
太
陽
暦
、

地
球
が
太
陽
の
周
り
を
ま
わ
る
周
期
を
も
と
に
し

て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

な
る
ほ
ど
！
基
準
が
月
な
の
か
、
太
陽
な
の
か
の

違
い
な
の
で
す
ね
〜
。

学
Ｋ 

さ
て
こ
ち
ら
の
写
真
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

Ｅ
子 

あ
！
茅ち

の
輪
で
す
ね
！
周
り
方
が
書
い
た
看
板
も

出
て
い
る
！
そ
れ
に
…
あ
れ
？
輪
の
根
元
に
も
茅か

や

が
お
い
て
あ
る
。

学
Ｋ 

こ
ち
ら
は
お
持

ち
帰
り
用
で
す
。

疫
病
よ
け
の
お

守
り
と
し
て
玄

関
に
飾
り
ま
す
。

Ｅ
子 

織
田
の
劔
神
社
で
は
、
く
ぐ
っ
た
茅
の
輪
を
参
拝

者
で
わ
け
あ
っ
て
持
っ
て
帰
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

神
社
に
よ
っ
て
や
り
方
が
違
う
な
ん
て
、
お
も
し

ろ
〜
い
。

学
Ｋ 

ち
ょ
っ
と
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。
劔
神
社
は
、
茅
の

輪
く
ぐ
り
が
終
わ
る
と
同
時
に
わ
け
て
し
ま
う
の

で
茅
の
輪
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
八
坂
神
社
で
は

祭
礼
が
終
わ
っ
て
も
残
っ
て
い
ま
す
の
で
、
遅
れ

て
こ
ら
れ
た
氏
子
さ
ん
が
茅
の
輪
を
く
ぐ
っ
て
い

ま
し
た
よ
。

 

さ
て
神
主
さ
ん
達
ご
一
行
が
社
務
所
を
ス
タ
ー
ト

し
て
神
社
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

Ｅ
子 

わ
あ
〜
大
人
数
で
す
ね
。
神
主
さ
ん
だ
け
で
5
人

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

学
Ｋ 

近
く
の
神
社
の
神

職
の
方
々
が
お
手

伝
い
に
来
ら
れ
て

い
ま
す
。

 
一
行
は
神
社
に
到

着
す
る
と
後ご

拾し
ゅ
う

遺い

和わ

歌か

集し
ゅ
う

に
お
さ
め

ら
れ
て
い
る
「
水

無
月
の 
夏な

越ご
し

の

祓は
ら
い 

す
る
人
は　

ち

と
せ
の
命 

の
ぶ
と
い
う
な
り
」
と
い
う
歌
を
う
た

い
な
が
ら
茅
の
輪
を
左
ま
わ
り
・
右
ま
わ
り
・
左
ま

わ
り
と
3
回
く
ぐ
り
ま
す
。

Ｅ
子 

後
拾
遺
和
歌
集
と
い
え
ば
、
平
安
時
代
に
成
立
し

た
日
本
で
4
番
目
の
勅

ち
ょ
く

撰せ
ん

和わ

歌か

集し
ゅ
う
じ
ゃ
な
い
で
す

か
！
現
在
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
な
ん
て
す
ご
い
で

す
ね
！
茅
の
輪
く
ぐ
り
で
千
年
も
寿
命
が
の
び
る

な
ん
て
素
敵
で
す
。誰
が
詠
ん
だ
歌
な
の
で
す
か
？

学
Ｋ 

残
念
な
が
ら「
よ
み
人
し
ら
ず
」な
の
で
す
。

Ｅ
子 

あ
ら
ら
、
そ
う
で
す
か
。
で
も
そ
ん
な
昔
か
ら
あ
る

行
事
が
、
今
も
行
わ
れ
て
い
る
な
ん
て
す
ご
い
で

す
！

　
『
朝
日
町
誌
』
資
料
編
二
に
収
録
さ
れ

た
、
越
前
町
の
八
坂
神
社
文
書
の
「
応
神

天
王
御
宝
前
御
造
営
記
」を
見
る
と
、「
蛇じ
ゃ

谷だ
に

山や
ま

応お
う

神じ
ん

宮ぐ
う

」
と
あ
っ
て
由
緒
な
ど
が
綴

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
慶
長
一
九
年

（
一
六
一
四
）
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
も

の
で
、
明
治
三
一
年
に
欠
損
を
補
記
し
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
で
注
目
す
る
の
は
、
蛇
谷
山
・
宝

来
山
・
愛
宕
山
に
応
神
宮
三
社
で
、
応
神

と
い
う
天
皇
の
名
の
つ
く
宮
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
八
坂
神
社
は
、
か
つ

て
応
神
宮
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、文
化
一
二
年（
一
八
一
五
）に
書

か
れ
た
『
越
前
国
名
蹟
考
』
に
は
、「
牛
頭

天
王
社
」「
応
神
宮
牛
頭
天
王
ト
認
」な
ど

と
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
八
坂
神
社
は
応

神
天
皇
と
関
係
し
、
そ
の
天
皇
霊
を
祀
っ

て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
ま
す
。
応
神

天
皇
霊
と
い
え
ば
、
大
分
県
宇
佐
市
の
宇

佐
神
宮
に
祀
ら
れ
た
八
幡
神
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
全
国
の
八
幡
宮
の
総
社
で
す
。

　

八
坂
神
社
に
応
神
を
祀
っ
て
い
る
と
す

れ
ば
、
八
幡
と
す
れ
ば
い
い
の
に
、
全
国

の
神
社
を
調
べ
て
も
、
天
皇
の
名
前
を
そ

の
ま
ま
宮
の
名
と
し
て
い
る
神
社
は
、
ほ

と
ん
ど
な
い
よ
う
で
す
。
そ
う
な
る
と
、

わ
ざ
わ
ざ
応
神
宮
と
し
た
の
に
は
、
な
に

か
特
別
な
意
味
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
も
、
応
神
と
付
く
の
は
神
社
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
応
神
寺
と
い
う
寺
院

ま
で
出
て
き
ま
す
。
応
神
寺
は
応
神
宮
の

神
宮
寺
だ
と
分
か
り
ま
す
。

　

応
神
寺
の
末
寺
と
し
て
、
弘
蔵
坊
・
金

剛
院
・
円
蔵
坊
・
宝
威
房
・
宝
撞
院
・
円

禅
坊
・
大
勝
院
の
「
応
神
寺
七
坊
」
が
あ

り
ま
す
。
く
わ
え
て
福
蓮
寺
・
実
相
寺
・

天
仁
寺
・
宝
泉
寺
・
宝
蔵
寺
・
光
顯
寺
・

福
萬
寺
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
で
、
一
四
の

末
寺
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

八
坂
神
社
所
蔵
の
「
八
坂
神
社
古
図
」

を
見
る
と
、
応
神
宮
の
周
辺
に
応
神
寺
関

係
の
寺
や
坊
が
数
多
く
描
か
れ
て
い
ま

す
。
室
町
時
代
の
境
内
図
と
さ
れ
て
い
る

の
で
、
中
世
に
応
神
寺
は
存
在
し
て
い
ま

し
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
応
神
と
付
さ

れ
た
神
社
と
神
宮
寺
が
併
存
し
た
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

応
神
天
皇
が
祀
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ひ
と
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
天
王
社
と

あ
る
の
が
応
神
天
皇
の
「
天
皇
」
を
指
す

と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
牛
頭
天
王
が
祀
ら

れ
た
こ
と
で
「
天
王
」
と
し
た
可
能
性
が

あ
る
点
で
す
。
そ
れ
で
は
応
神
の
付
く
意

味
が
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

い
っ
ぽ
う
で
飛
鳥
時
代
末
か
ら
奈
良

時
代
に
か
け
て
、
全
国
の
主
要
な
神
社
に

天
皇
霊
・
皇
族
霊
が
祀
ら
れ
た
と
の
研
究

者
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。
敦
賀
市
の
氣
比

神
宮
に
仲
哀
天
皇
が
祀
ら
れ
る
一
連
の

流
れ
で
、
八
坂
神
社
に
応
神
天
皇
が
祀
ら

れ
、
応
神
宮
と
呼
称
さ
れ
た
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
が
、あ
ま
り
証
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
応
神
天
皇
の
五
世
孫
で
あ
る
継

体
天
皇
ゆ
か
り
の
越
前
国
で
す
。
全
国
に

祇
園
会
が
勧
請
さ
れ
る
以
前
に
、
応
神
天

皇
霊
を
祀
っ
た
応
神
宮
が
鎮
座
し
て
い

た
と
し
て
も
、
な
ん
ら
不
思
議
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。

織
田
文
化
歴
史
館 

学
芸
員　

堀
大
介

か
つ
て
八
坂
神
社
は
応
神
宮
と
呼
ば
れ
て
い
た

え
ち
ぜ
ん
年
代
記 

第
百
二
十
一
回

実　施　日 場　　所 電話番号

10月13日（火） あさがお保育園 34－1110

10月14日（水） 朝日中央保育所 34－0081

10月29日（木） 朝 日 西 保 育 所 34－5602

10月14日（水） 朝 日 北 保 育 所 34－1762

10月15日（木） 朝 日 南 保 育 所 34－1614

10月13日（火） 宮崎中央保育所 32－2067

毎 日 午 前 中 陶 の 谷 保 育 所 32－3014

10月14日（水） 小 曽 原 保 育 所 32－2039

毎 日 午 前 中 四 ヶ 浦 保 育 園 37－0305

常 時 西 徳 寺 保 育 園 37－1354

常 時 城 崎 南 保 育 所 39－1801

毎 週 木 曜 日 織 田 保 育 所 36－0160

毎 日 午 前 中 た い ら 保 育 園 36－0251

毎 日 午 前 中 は ぎ の 保 育 園 36－0396

※時間・内容などについては、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
9
月
15
日
現
在
）

（
9
月
15
日
現
在
）

　

10
月
に
な
り
、
季
節
は
す
っ
か
り
秋
で
す
。

こ
れ
か
ら
山
々
が
ど
ん
ど
ん
と
紅
く
染
ま
っ
て

い
き
、
紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
「
紅
葉
」
は
「
も
み
じ
」
と
も
読

み
ま
す
。
ご
存
知
の
と
お
り
、
同
じ
漢
字
を
書

き
ま
す
が
意
味
は
違
い
ま
す
。「
紅こ

う

葉よ
う

」
と
言
う

場
合
は
秋
に
野
山
の
木
々
（
落
葉
樹
）
が
冬
に

備
え
て
落
葉
す
る
前
に
紅
や
黄
色
に
葉
の
色
が

変
わ
る
こ
と
、
変
わ
っ
た
状
態
を
総
称
し
て
言

い
ま
す
。
一
方
、「
紅も

み
じ葉

」
と
言
う
の
は
広
い
意

味
の
紅こ

う

葉よ
う

の
中
で
ひ
と
き
わ
紅
色
の
目
立
つ
も

の
で
、
カ
エ
デ
の
仲
間
を
総
称
し
て
言
い
ま
す
。

実
際
、
黄
色
に
変
わ
る
も
の
は
黄こ

う

葉よ
う

と
書
か
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
が
そ
の
代
表

的
な
も
の
で
す
。

　

カ
ナ
ダ
の
国
旗
に
も
あ
る
よ
う
に
、
カ
エ
デ

は
世
界
に
幅
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
が
、
紅も
み
じ葉

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
カ
エ
デ
は
中
国
や
朝

鮮
半
島
に
数
種
の
自
生
が
あ
る
の
み
で
、
そ
れ

以
外
は
す
べ
て
日
本
列
島
に
あ
る
そ
う
で
す
。

つ
ま
り
、
あ
の
美
し
さ
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
日
本
人
の
特
権
な
ん
で
す
ね
。

人口と世帯
（9月1日現在）

　

9
月
19
日
・
20
日
に
開
か
れ
た
「
越
前
さ
か
な

ま
つ
り
」
で
の
一
コ
マ
で
す
。
爽
や
か
な
秋
空

の
も
と
、
漁
船
乗
船
体
験
で
は
普
段
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
海
か
ら
の
越
前
海
岸
の
景
色
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
て
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
と

て
も
満
足
そ
う
で
し
た
。
そ
の
他
に
も
食
欲
の

秋
に
ぴ
っ
た
り
の
イ
ベ
ン
ト
が
満
載
で
、
新
鮮

な
魚
介
類
な
ど
を
買
い
求
め
る
お
客
さ
ん
で
大

変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

人　口 22,736人

　男 10,994人
　女 11,742人
世帯数 7,323戸

（前月より24人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

上
川
去 

澤
崎　

琉る

奈な

（
敏
充
、
女
）

上
糸
生　

松
島　

孝こ
う

恭す
け

（
孝
治
、
男
）

樫　

津　

山
下　

想そ
う

真ま

（
恭
兵
、
男
）

　

厨　
　

内
藤　

貴た
か

文ふ
み

（
俊
穂
、
男
）

高　

佐　

筬
矢　

聖
し
ょ
う
真ま

（
恭
平
、
男
）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

表
紙
の
写
真

内　

郡　

青
山　

健
次
さ
ん
（
80
歳
）

西
田
中　

金
井
ス
ナ
ヱ
さ
ん
（
88
歳
）

気
比
庄　

前
田　
　

操
さ
ん
（
71
歳
）

栃　

川　

冨
山
ま
つ
の
さ
ん
（
92
歳
）

金　

谷　

吉
田　

哲
夫
さ
ん
（
83
歳
）

上
糸
生　

渡
辺
シ
ヅ
ヱ
さ
ん
（
100
歳
）

小
曽
原　

加
藤
長
右
ヱ
門
さ
ん
（
89
歳
）

新　

保　

三
笠　
　

周
さ
ん
（
46
歳
）

新　

保　

藤
野
ミ
ツ
ヱ
さ
ん
（
101
歳
）

小　

樟　

濵
野　

成
祐
さ
ん
（
76
歳
）

　

厨　
　

菅
原　

義
行
さ
ん
（
89
歳
）

高　

佐　

橋
本　

清
基
さ
ん
（
85
歳
）

米　

ノ　

酒
井　

陵
子
さ
ん
（
73
歳
）

　

辻　
　

小
辻　

達
雄
さ
ん
（
85
歳
）

馬　

場　

水
田　

由
尾
さ
ん
（
87
歳
）

編
集
後
記
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S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e

建物の基礎部分となります。杭は全て地下に沈んで
見えなくなりますが、縁の下の力持ちとなります。

朝
日
地
区
統
合
保
育
所
の
名
称
が
決
ま
り
ま
し
た

越
前
町
立
あ
さ
ひ
保
育
所

え
ち
ぜ
ん
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す

　

え
ち
ぜ
ん
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い
は
、
家
族
で
地
域

で
職
場
で
、
互
い
に
認
め
合
い
協
力
し
合
う
こ
と
で
心
豊

か
な
人
間
性
を
育
み
、
よ
り
住
み
や
す
い
社
会
を
つ
く
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

男ひ
と

と
女ひ

と

が
認
め
合
い
、
共
に
歩
む
こ
と
で
、
人
が
輝
く

越
前
町
を
一
緒
に
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

  

場 

所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル

　

朝
日
中
央
保
育
所
と
朝
日
北
保
育
所

を
統
合
し
て
で
き
る
新
し
い
保
育
所
の

名
称
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

名
称
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご

応
募
い
た
だ
い
た
２
０
２
点
の
中
か

ら
、
保
護
者
の
代
表
・
保
育
所
長
な
ど

で
構
成
さ
れ
た
「
朝
日
地
区
統
合
保
育

所
名
称
選
定
委
員
会
」
に
お
い
て
3
点

が
選
定
さ
れ
、
そ
の
後
子
ど
も
達
が
覚

え
や
す
く
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
も
親

し
み
や
す
い
名
称
と
し
て
、
町
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

あ
さ
ひ
保
育
所
は
公
設
民
営
の
保
育

所
と
し
て
開
設
し
、
指
定
管
理
者
と
し

て
社
会
福
祉
法
人
ど
ろ
っ
ぷ
す
（
は
ぎ

の
保
育
園
）
が
運
営
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
4
月
の
開
所
に
向
け
て
、

現
在
、
気
比
庄
地
係
に
お
い
て
建
設
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

建設工事の状況について

  

日 

時　

10
月
17
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（
越
前
ふ
る
さ
と
音
頭
）

　
　
　
　

午
前
10
時
40
分　

講
演

  

講 

師　

露
の
都 

さ
ん

　
　
　
　
（
日
本
で
第
1
号
の
女
性
落
語
家
。

　
　
　
　

 

平
成
22
年
文
化
庁
芸
術
祭
優
秀
賞
受
賞
）

元
気
が
出
る
講
演

　

な
ぜ
落
語
家
を
め
ざ
し
た
の
か
、
高
校
生
時
代
の
素
人
名
人

会
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
露
の
五
郎
師
匠
入
門
ま
で
の
奮
闘
、
入
門

し
て
3
年
間
の
内
弟
子
生
活
、
男
社
会
と
言
わ
れ
る
落
語
界
で

草
分
け
の
女
性
落
語
家
と
し
て
明
る
く
元
気
に
生
き
抜
い
て
き

た
姿
を
赤
裸
々
に
物
語
る
。

　
「
自
分
は
こ
う
し
た
い
、
何
か
に
な
り
た
い
と
い
う
強
い
気

持
ち
さ
え
あ
れ
ば
必
ず
道
は
拓
け
る
」
こ
れ
が
都
の
情
念
だ
。

何
事
も
、
逃
げ
ず
に
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
今
で
は
増
え
つ
つ

あ
る
女
性
落
語
家
の
先
頭
に
立
っ
て
夢
を
追
い
続
け
る
。

　

ま
た
、
結
婚
・
離
婚
・
再
婚
、
そ
し
て
6
人
の
子
育
て
な
ど
、

私
生
活
で
の
闘
い
ぶ
り
を
笑
い
と
涙
で
語
り
か
け
る
。

送
迎
バ
ス
運
行
表

問
合
せ
先　
え
ち
ぜ
ん
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
３
４‒

８
７
１
５

日日日日日日日日日日
多
目
多
目
多
目
多
目
多
目
多
目
多多
目
多多
目
多
目
多
目
多

的
ホ
的
ホ
的
ホ
的
ホ
的
ホ
的
ホ
的
ホ
的
ホ
的

ー
ル
ー
ル
ー
ル
ー
ル
ー
ル
ー
ルルルルル

※上記経路内の最寄のコミュニティバス停留所でご利用
いただけます。

※送迎バスをご利用の人は、事務局までご連絡ください。

織田バスターミナル発
9：00

織田バスターミナル着
13：00頃

劔神社前

上記各停留所を経由

平等口（オタイコ）
9：05

かれい崎発
8：50

宮崎コミセン
9：10

越前コミセン
9：05

なぎさの湯
9：15

山中児童館
9：25

上戸
9：30

会場着
9：40

メルシ前

八田
9：20

陶寿園
9：25

会場着
9：35

会場発
12：20

かれい崎着
13：00頃

上記各停留所を経由会場発
12：20

行　き織田・宮崎ルート

帰　り織田・宮崎ルート

行　き越前・織田ルート

帰　り越前・織田ルート 杭打ち工事

問合せ先　福祉課　☎34‒8725

基礎を工事するための足場や、コンクリートを流し
込むための型枠などの組み立て作業が行われており、
計画どおりに工事が進められています。

基礎工事

越前町立あさひ保育所完成予想図
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え
ち
ぜ
ん
カ
レ
ン
ダ
ー

1
0
月
1
日
～
1
0
月
31
日

発
行
／
越
前
町
役
場
　
  編
集
／
総
務
課

〒
916
‒0192　

福
井
県
丹
生
郡
越
前
町
西
田
中
13
－
5
－
1

TEL 0778
‒34
‒1234㈹

　
FA
X
 0778

‒34
‒1236

再生紙を使用しています

広
報
 え
ち
ぜ
ん
　
N
o.129

平
成
27年

10月
1日
発
行

越前町ウェブサイト　http：//www.town.echizen.fukui.jp/
過去の広報えちぜんは町ウェブサイトからご覧いただけます。
ＱＲコード対応の携帯電話で、右のＱＲコードを撮影すると、
簡単に町のウェブサイトにアクセスできます。

（携帯電話用） （スマートフォン用）

※
休
日
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、
9：
00
～
17
：
00
で
す
。
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
前
に
電
話
や
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
月

火
水

木
金

土

1
2

子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

3

4
越
前
町
総
合
防
災
訓
練

（
織
田
小
学
校
）

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

5
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

6
離
乳
食
教
室

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

7
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

8
9

子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

10

11

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

12

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

13
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

子
ど
も
の
発
達
相
談
会

13
：
00
～
16
：
00

（
朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー
）

14
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

15
16

子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

17
え
ち
ぜ
ん
男
女
共
同
参
画

の
つ
ど
い

（
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

18
え
ち
ぜ
ん
福
祉
の
つ
ど
い

20
15

9：
30
～
14
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

【
休
日
当
番
医
】

長
田
内
科
胃
腸
科
医
院

☎
32
-2
77
4

19
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

20
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

3歳
児
健
診

13
：
30
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

21
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

22
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

23
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
樫
津
隣
保
館
）

24

25
結
婚
相
談

13
：
30
～
15
：
30

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

26
27

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

無
料
法
律
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

心
を
い
や
す
相
談
会

19
：
00
～
21
：
00

（
役
場
別
館
）

28
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

29
30

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
織
田
保
健
セ
ン
タ
ー
）

子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

31
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